
　２月に行われたバンクーバー冬季オリンピックには、北秋田市か
らノルディック複合に阿仁出身の高橋大斗選手、小林範仁選手、湊
祐介選手の３選手、バイアスロンには合川出身の鈴木芙由子選手が
代表として参加し、世界の強豪を相手に健闘しました。本市でも競
技日には地元の市民、後輩たちを中心に応援会が開かれ、各会場で
はテレビやスクリーンに向かって大声援が送られていました。

ノルディック複合の団体戦で大声援を送る市民（市役所阿仁庁舎、２月２４日）

バイアスロン7.5㎞スプリント競技
に出場した鈴木芙由子選手を応援

（合川農村環境改善センター、２月１４日）
ノルディック複合団体戦で

日本チームを応援
（鷹巣農林高校、２月２４日）

ノルディック複合の団体戦で大声援を送る市民（市役所阿仁庁舎、２月２４日）

ふるさとから大声援！ふるさとから大声援！

バイアスロン7.5㎞スプリント競技
に出場した鈴木芙由子選手を応援

（合川農村環境改善センター、２月１４日）
ノルディック複合団体戦で

日本チームを応援
（鷹巣農林高校、２月２４日）

　２月に行われたバンクーバー冬季オリンピックには、北秋田市か
らノルディック複合に阿仁出身の高橋大斗選手、小林範仁選手、湊
祐介選手の３選手、バイアスロンには合川出身の鈴木芙由子選手が
代表として参加し、世界の強豪を相手に健闘しました。本市でも競
技日には地元の市民、後輩たちを中心に応援会が開かれ、各会場で
はテレビやスクリーンに向かって大声援が送られていました。

志出身４選手が活躍市出身４選手が活躍



こ
れ
か
ら
の 

市
政
を
託
す
26
人
の
代
表

を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。 

私
た
ち
の
明
る
い
豊
か
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
忘
れ
ず
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

北秋田市議会議員一般選挙　投票所開閉時間北秋田市議会議員一般選挙　投票所開閉時間

鷹巣第１ 

鷹巣第２ 

鷹巣第３ 

南 鷹 巣  

摩 当  

太 田  

掛 泥  

綴 子  

田子ヶ沢 

岩 谷  

糠 沢  

田 中  

坊 沢  

緑 ヶ 丘  

黒 沢  

今 泉  

前 山  

坊 山  

小 森  

沢 口  

川 口  

七 日 市  

葛 黒  

竜 森  

明 利 又  

道 城  

上 杉  

合川駅前 

川 井  

金 沢  

木 戸 石  

増 沢  

鷹巣中央保育園 

中央公民館 

北秋田市保健センター 

南鷹巣交流センター 

栄生活改善センター 

サテライトステーションさかえ 

掛泥交流センター 

綴子基幹集落センター 

田子ヶ沢セリ集荷所 

岩谷林業センター 

糠沢集落会館 

田中総合センター 

坊沢公民館 

緑ヶ丘担い手センター 

黒沢生活改善センター 

今泉交流センター 

前山森林交流センター 

坊山交流センター 

小森集落会館 

沢口林業センター 

川口自治会館 

七日市基幹集落センター 

葛黒林業センター 

三ノ渡児童館 

松沢集落会館 

道城児童館 

合川東小学校 

北秋田市合川庁舎 

川井交流センター 

合川公民館金沢分館 

木戸石児童館 

増沢集会施設 

７時～19時 

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時 

李 岱  

新 田 目  

羽 根 山  

根 田  

三 里  

三 木 田  

鎌 沢  

杉 山 田  

米内沢第１ 

米内沢第２ 

本 城  

米内沢駅前 

長 野  

大 野 岱  

浦 田  

桂 瀬  

前 田  

小 又  

新 屋 布  

五 味 堀  

巻 渕  

三 枚  

吉 田  

水 無  

銀 山  

荒 瀬  

伏 影  

根 子  

比 立 内  

中 村  

７時～19時 

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時 

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時 

李岱研修施設 

新田目児童館 

羽根山活性化施設 

東根田多目的集会施設 

三里担い手センター 

三木田多目的集会施設 

鎌沢生活改善センター 

杉山田集会施設 

森吉コミュニティセンター 

北秋田市森吉庁舎 

本城コミュニティセンター 

米内沢駅前自治会館 

アグリハウス 

大沢会館 

浦田交流センター 

桂瀬自治会館 

前田保育園 

前田駅前自治会館 

新屋布コミュニティセンター 

五味堀コミュニティセンター 

根森田コミュニティセンター 

阿仁公民館三枚分館 

阿仁公民館吉田分館 

阿仁ふるさと文化センター 

山村開発センター 

荒瀬地区コミュニティセンター 

阿仁公民館伏影分館 

根子児童館 

農村環境改善センター 

中村地区コミュニティセンター 

投票区 投　票　所 投票所開閉時間 投票区 投　票　所 投票所開閉時間 

で囲まれている投票区は、投票所の閉鎖時刻が早まっています 

◎お問い合わせ 
　　　北秋田市選挙管理委員会事務局 
　　　　　　  ６２―６６１４ 

北秋田市議会議員一般選挙北秋田市議会議員一般選挙

投票日は３月２８日（日）

この一票　みんが主役で　明るい未来この一票　みんが主役で　明るい未来

■
投
票
日
・
投
票
時
間

投

票

日　
平
成

22
年
３
月
28
日
︵
日
︶

投
票
時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
一
部
を
除
く
︶ 

　
投
票
は
、
市
内
62
カ
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が
１
時

間（
一
部
は
２
時
間
）繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後

７
時（
一
部
は
午
後
６
時
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

次
頁
の
投
票
所
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

■
投
票
所
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
す 

　
今
回
の
市
議
選
か
ら
、
次
の
投
票
区
の
投

票
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▽
今
泉
投
票
区 

　
↓
今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー 

▽
浦
田
投
票
区 

　
↓
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

■
投
票
で
き
る
方

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。 

▽
平
成
２
年
３
月
29
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方 

▽
平
成
21
年
12
月
20
日
以
前
か
ら
北
秋
田
市 

　
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、
住
民

　
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方 

　
投
票
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
た
方
は
選
挙
権

が
な
く
な
り
、
入
場
券
が
あ
っ
て
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

※
大
学
進
学
や
就
職
等
に
よ
り
、
北
秋
田
市

に
住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
実
際
に
は
他
の
市

町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
投
票
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
投
票
日
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
期
日

前
投
票
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

期
日
前
投
票 

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を
得
な

い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

　
「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
際
は
、
投
票
所

入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前（
不
在
者
）投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
「
投
票

日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
理
由
」
を
記
入
し

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

不
在
者
投
票 

　
出
稼
ぎ
等
で
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、「
期

日
前（
不
在
者
）投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に

記
入
の
う
え
、
封
書
で
選
挙
管
理
委
員
会
に

投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用

紙
の
郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
請
求
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た
病

院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す 

　
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害

な
ど
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険
証
に

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

■
入
場
券
の
発
送
に
つ
い
て

　
投
票
入
場
券
は
３
月
17
日
頃
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。
も
し
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
　 

 

■
期
日
前
投
票
の
時
間
・
場
所 

　
平
成
22
年
３
月
22
日（
月
）〜 

　
平
成
22
年
３
月
27
日（
土
） 

▽
北
秋
田
市
役
所
本
庁
舎
３
階
第
３
会
議
室

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

▽
合
川
庁
舎
、
森
吉
庁
舎
、
阿
仁
庁
舎 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時 

 

■
開
票
は
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す 

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、
投
票
日
当
日
の

午
後
８
時
15
分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま

す
。 

　
入
口
付
近
は
駐
車
で
き
な
く
な
る
た
め
、

車
で
の
ご
来
場
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。 

　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ
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北
秋
田
市
民
病
院

北
秋
田
市
民
病
院

４
月
１
日
に
開
院
し
ま
す

４
月
１
日
に
開
院
し
ま
す

北
秋
田
市
民
病
院

北
秋
田
市
民
病
院

北
秋
田
市
民
病
院

４
月
１
日
に
開
院
し
ま
す

４
月
１
日
に
開
院
し
ま
す

４
月
１
日
に
開
院
し
ま
す

　
北
秋
田
市
民
病
院
は
、
北
秋
田
市
が
建
設
し
、
秋
田
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る
公
設
民
営
方
式
の
病
院
と

し
て
平
成
22
年
４
月
１
日
に
開
院
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
新
病
院
の
開
院
に
あ
た
り
、
既
存
病
院
の
診
療
日
程
や
救
急

体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
入
院
に
つ
い
て
は
４
月
１
日
か
ら
行
い

ま
す
。
外
来
診
療
に
つ
い
て
は
４
月
５
日

か
ら
行
い
ま
す
。 

　
４
月
１
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
外
来
診

療
の
休
診
で
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
医
療
提
供
体
制
を
整

え
る
期
間
と
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

    

　
３
月
31
日
で
閉
院
と
な
り
ま
す
。 

　
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日
午
前
８
時
よ
り
市
民
病
院
へ
移

送
し
ま
す
。
外
来
診
療
に
つ
い
て
は
、
３

月
30
日
ま
で
通
常
通
り
実
施
し
、
診
療
終

了
後
か
ら
、
移
転
作
業
の
た
め
診
療
を
制

限
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

   

　
現
在
の
診
療
体
制
は
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。 

 

入
院
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
療
養

病
床
60
床
に
な
り
ま
す
。
外
来
診
療
に
つ

い
て
は
内
科
、
小
児
科
、
脳
神
経
外
科
と

な
り
、
そ
の
他
の
診
療
科
に
つ
い
て
は
市

民
病
院
へ
移
行
及
び
調
整
中
で
す
。 

     

　
移
転
期
間
中
の
救
急
体
制
は
通
常
ど
お

り
行
い
ま
す
が
、
搬
送
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

◆
北
秋
中
央
病
院
　
　
�

62
│
１
４
５
５ 

　
４
月
１
日
　
午
前
８
時
30
分
ま
で 

◆
北
秋
田
市
民
病
院
　
�

62
│
７
０
０
１ 

　
４
月
１
日
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

 

　
な
お
、
移
転
期
間
中
、
医
療
機
器
等
移

設
の
関
係
で
患
者
受
け
入
れ
を
制
限
す
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

　
３
月
30
日
　
午
後
６
時
か
ら 

　
４
月
２
日
　
午
前
９
時
ま
で 

 

　
搬
送
先
は
、
病
態
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
が
、
近
隣
の
大
館
市
や
能
代
市
の
医
療

機
関
へ
搬
送
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

　
北
秋
中
央
病
院
の
入
院
患
者
は
４
月
１

日
の
午
前
８
時
か
ら
救
急
車
で
市
民
病
院

に
搬
送
い
た
し
ま
す
。 

　
こ
の
際
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
搬
送
し

ま
す
の
で
、
近
隣
の
方
々
へ
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

�開院に向けて準備が進む北秋田市民病院

内科 

小児科 

外科 

整形外科 

産婦人科 

脳神経外科 

循環器内科 

心臓血管外科 

耳鼻咽喉科 

泌尿器科 

歯科口腔外科 

神経内科 

精神科 

眼科 

皮膚科 

形成外科 

診療科 
２９日 
（月） 

３０日 
（火） 

３１日 
（水） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

３　月 ４　月 

北秋中央病院 北秋田市民病院 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

１日 
（木） 

２日 
（金） 

３日 
（土） 

４日 
（日） 

５日 
（月） 

米内沢総合病院の外来診療体制 

内科 

小児科 

脳神経外科 

整形外科 

婦人科 

外科 

循環器内科 

耳鼻咽喉科 

泌尿器科 

精神科 

眼科 

診療科 ２９日 
（月） 

３０日 
（火） 

３１日 
（水） 

○ 

○ 

３　月 ４　月 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

１日 
（木） 

２日 
（金） 

３日 
（土） 

４日 
（日） 

５日 
（月） 

○ ○ ○ 

継続（診療日調整中） 

調　整　中 

○ ○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ ○ 

○ 

○ 

備　　考 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 
再来は予約制 

再来は予約制 

米内沢総合病院の外来診療体制 

北秋中央病院、北秋田市民病院の外来診療体制 

�開院に向けて準備が進む北秋田市民病院

北秋中央病院、北秋田市民病院の外来診療体制 

４月５日からの 

診療曜日等は変 

更となる場合が 

あります 

救急について ○ ○ ○ 制限することがあります 

市民病院へ移行  市民病院へ移行  

休　診 
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４
月
１
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
の
約
１
カ
月
間
、
交
通
空
白
区
域
の

解
消
を
目
指
し
、
内
陸
線
と
連
携
し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
行

い
ま
す
。
 

　
５
月
以
降
の
運
行
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
が
、
利
用
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
本
格
運
行
が
可
能
か
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
短
期
間
の
運
行
と
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◎
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
　
�

62
―
6
6
0
6

　
４
月
１
日
よ
り
、
開
院
す
る
北
秋
田
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、

秋
田
内
陸
線
と
連
携
し
、
米
内
沢
駅
を
基
軸
と
し
た
路
線
バ
ス
の
実
証
運
行
を
行

い
ま
す
。
実
証
運
行
の
結
果
を
検
証
し
、
長
期
的
に
持
続
可
能
な
ア
ク
セ
ス
バ
ス

の
運
行
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
目
指
し
て
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。 

　
既
存
路
線
「
鷹
巣
〜
合
川
〜
沖
田
面
」
の
ル
ー
ト
変
更
及
び
増
便
を
行
い
ま
す
。 

◆
既
存
の
路
線
バ
ス
を
ル
ー
ト
変
更
し
、増
便
 

　
　
　
　
　
　
　（
鷹
巣
駅
〜
市
民
病
院
〜
合
川
〜
沖
田
面
） 

【米内沢地区→市民病院】 【市民病院→米内沢地区】 

◆
内
陸
線
と
連
携
し
、米
内
沢
駅
を
基
軸
と
し
て
、市
民
病
院
へ
 

　
　
　
　
　
　（
森
吉
庁
舎
〜
米
内
沢
駅
〜
市
民
病
院
〜
大
野
台
駅
） 

【鷹巣地区→市民病院→合川地区】 【合川地区→市民病院→鷹巣地区】 

◆鷹巣駅前～市民病院前　440円 

◆合川駅前～市民病院前　280円 

◆大野台駅前～市民病院前　190円 

◆杉山田～市民病院前　660円 

▲印は土曜・日曜・祝日運休 

◆森吉庁舎～市民病院前　400円 

◆森吉庁舎～米内沢駅前　150円 

◆米内沢駅前～市民病院前　330円 

※月曜日から土曜日まで運行 

（但し、第２・４土曜日は運休。▲印は土曜運休） 

※その他の停留所の時刻は、停留所 

掲示の時刻表をご確認ください。 

◆
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
 

【増沢地区→合川駅→市民病院】 

【市民病院→合川駅→増沢地区】 

市民病院 下　杉 
集会施設 合川駅 増　沢 

集落施設 

7:32

9:30

11:20

12:26

14:33

-

-

-

◆増沢集会施設～合川駅　　300円 

◆増沢集会施設～市民病院　500円 

◆合川駅～市民病院　　　　300円 

※月曜日から土曜日まで運行 

（但し、第２・４土曜日、祝日は運休） 

※集落から集落への乗降はできません。 

8:05

10:03

11:49

10:43

7:47

9:45

11:35

12:41

14:48

10:30

7:55

9:53

11:39

10:33

-

-

下　杉 
集会施設 合川駅 

増　沢 
集落施設 

11:19

12:25

14:32

-10:14

10:55

14:08

12:03

10:17

10:58

14:11

12:04

市民病院 

10:04

10:45

13:58

11:53

【三枚地区→小渕駅】 

小渕駅 小　様 
児童館 土　倉 向　林 

-

-

◆向林～小渕駅　　　　300円 

◆小様児童館～小渕駅　200円 

※月曜日から土曜日まで運行（但し、第２・４土曜日、 

　祝日は運休） 

※集落から集落への乗降はできません。 

7:02

7:24

8:11

16:02

18:49

7:49

合川駅２次アクセス合川駅２次アクセス  

 

合川駅２次アクセス  

 

小渕駅２次アクセス小渕駅２次アクセス  

 

小渕駅２次アクセス  

 

塚ノ岱 

6:58

7:20

8:07

15:58

18:45

7:45

7:10

7:32

8:19

16:10

18:57

7:57

7:06

7:28

8:15

16:06

18:53

7:53

7:04

7:26

8:13

16:04

18:51

7:51

【小渕駅→三枚地区】 

小渕駅 小　様 児童館 土　倉 向　林 

13:46

15:50

19:05

18:29

塚ノ岱 

13:42

15:46

19:01

18:25

13:54

15:58

19:13

18:37

13:50

15:54

19:09

18:33

13:48

15:52

19:07

18:31

【小渕駅→吉田・湯口内→阿仁合駅→阿仁診療所】 

阿　仁 
診療所 阿仁合駅 

◆吉田公民館～阿仁合駅　　300円 

◆吉田公民館～阿仁診療所　400円 

※月曜日から土曜日まで運行（但し、第２・４土曜日、 

　祝日は運休） 

※集落から集落への乗降はできません。 

阿仁合駅２次アクセス阿仁合駅２次アクセス  

 

阿仁合駅２次アクセス  

 

湯口内 

8:438:33

14:20

16:23

8:28

14:15

16:18

【阿仁診療所→阿仁合駅→吉田・湯口内→小渕駅】 

13:23

15:27

18:07

13:13 13:28

15:32

18:12

　
市
民
病
院
・
米
内
沢
線
は
、
秋
田
内
陸
線
と
連
携
し
、
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
森
吉
・
阿
仁
地
区
の
方
は
、
秋
田
内
陸
線
米
内
沢
駅
で
乗
り
継
い
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
路
線
は
、
北
秋
田
市
が
仙
北
市
と
組
織
す
る
秋
田
内
陸
線
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議

会
の
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
総
合
事
業
の
実
証
運
行
と
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
現
在
、
鷹
巣
駅
か
ら
合
川
地
区
を
通
り
、
上
小
阿
仁
村
ま
で
の
バ
ス
路
線
（
合
川
線
）

は
、
鷹
巣
・
合
川
地
区
の
方
々
の
通
院
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
運
行
経
路
を
市
民

病
院
経
由
に
変
更
す
る
ほ
か
、
運
行
本
数
を
大
幅
に
増
や
し
ま
す
。
 

　
沿
線
以
外
の
鷹
巣
地
区
の
方
は
、
既
存
バ
ス
路
線
、
Ｊ
Ｒ
線
か
ら
鷹
巣
駅
で
乗
り
継
い
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
秋
田
内
陸
線
大
野
台
駅
で
の
乗
り
継
ぎ
も
で
き
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

全体の運行経路と各停留所は、

裏表紙（３２ページ）に掲載して

います。ご確認ください。

◎問合せ　総合政策課

　　　　　�６２−６６０６

吉　田 
公民館 小渕駅 

8:23

14:10

16:13

8:19

14:06

16:10

13:37

15:41

18:21

13:33

15:37

18:17

小渕駅 阿　仁 
診療所 阿仁合駅 湯口内 

吉　田 
公民館 

-

-

大野台駅前 鷹巣駅前 市民病院前 合川駅前  杉山田  

▲ 7:25 

8:35 

▲ 9:45 

▲ 10:45 

12:15 

13:30 

▲ 14:45 

17:30 

▲ 7:48 

8:58 

▲ 10:08 

▲ 11:08 

12:38 

13:53 

▲ 15:08 

17:53 

▲ 7:58 

9:08 

▲ 10:18 

▲ 11:18 

12:48 

14:03 

▲ 15:18 

18:03 

▲ 8:03 

9:13 

▲ 10:23 

▲ 11:23 

12:53 

14:08 

▲ 15:23 

18:08 

▲ 8:22 

9:32 

▲ 10:42 

▲ 11:42 

13:12 

14:27 

▲ 15:42 

18:27 

大野台駅前 鷹巣駅前 市民病院前 合川駅前  杉山田  

7:00 

▲ 7:30 

▲ 8:15 

10:30 

11:50 

▲ 13:00 

15:50 

▲ 17:50 

▲ 18:30 

7:16 

▲ 7:46 

▲ 8:31 

10:46 

12:06 

▲ 13:16 

16:06 

▲ 18:06 

▲ 18:46 

7:21 

▲ 7:51 

▲ 8:36 

10:51 

12:11 

▲ 13:21 

16:11 

▲ 18:11 

▲ 18:51 

7:31 

▲ 8:01 

▲ 8:46 

11:01 

12:21 

▲ 13:31 

16:21 

▲ 18:21 

▲ 19:01 

7:54 

▲ 8:24 

▲ 9:09 

11:24 

12:44 

▲ 13:54 

16:44 

▲ 18:44 

▲ 19:24 

森吉庁舎 米内沢駅前 市民病院前  大野台駅前  

8:15 

9:15 

－   

10:45 

12:15 

▲ 14:20 

8:06 

9:06 

－   

10:36 

12:06 

▲ 14:11 

7:55 

8:55 

9:54 

10:25 

11:55 

▲ 14:00 

－  

－  

9:47 

－  

－  

－  

森吉庁舎 米内沢駅前 市民病院前  大野台駅前  

7:35 

8:22 

9:22 

10:47 

▲ 12:43 

7:44 

8:31 

9:31 

10:56 

▲ 12:52 

7:55 

8:42 

9:42 

11:07 

▲ 13:03 

－  

－  

9:47 

－  

－  

森吉のじゅうべぇ ないりっくん 
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■
日
本
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
た
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
３
選
手 

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
ノ
ー
マ
ル
ヒ

ル
個
人
が
日
本
時
間
２
月
15
日
、団
体
戦

が
24
日
、ラ
ー
ジ
ヒ
ル
個
人
が
26
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ノ
ー
マ
ル
ヒ

ル
個
人
で
は
小
林
選
手
が
７
位
入
賞
、高

橋
選
手
が
27
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。 

　
団
体
戦
で
は
、湊
選
手
が
は
ず
れ
た
も

の
の
、高
橋
選
手
が
前
半
ジ
ャ
ン
プ
で
１

３
６
・
50
㍍
と
大
ジ
ャ
ン
プ
を
見
せ
、
小

林
選
手
も
得
意
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ア
ン
カ
ー
と
し
て
先
行
す
る
選
手
を
追
走
、

メ
ダ
ル
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の

２
人
の
活
躍
で
見
事
６
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。 

　
26
日
の
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
個
人
で
は
、
高

橋
選
手
が
は
ず
れ
、
湊
選
手
が
出
場
の

予
定
で
す
。
昨
年
２
月
の
世
界
選
手
権

で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
最

後
の
種
目
に
臨
み
ま
す
。 

 

■
初
出
場
で
大
健
闘
―
鈴
木
選
手 

　
鈴
木
選
手
が
出
場
し
た
バ
イ
ア
ス
ロ

ン
は
、ス
キ
ー
距
離
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を

組
み
合
わ
せ
た
競
技
で
日
本
で
は
競
技

人
口
が
少
な
く
、日
本
か
ら
女
子
の
出
場

は
鈴
木
選
手
１
人
で
し
た
。 

　
14
日
に
行
わ
れ
た
女
子
7.5 
㎞
ス
プ
リ

ン
ト
で
は
出
場
89
人
中
44
位
と
健
闘
し
、

60
位
内
の
選
手
が
出
場
で
き
る
10
㎞
パ
シ
ュ
ー

ト
（
追
い
抜
き
）
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

　
鈴
木
選
手
は
の
得
意
は
射
撃
。
17
日
の

パ
シ
ュ
ー
ト
で
も
、多
く
の
選
手
が
３
発

４
発
と
外
す
中
、得
意
と
す
る
ラ
イ
フ
ル

射
撃
の
腕
前
を
見
せ
54
位
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。 

　
鈴
木
選
手
は
19
日
の
個
人
15
㎞
競
技

に
も
出
場
し
、53
位
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
ふ
る
さ
と
か
ら
大
声
援 

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
代
表
３
選
手
の

地
元
阿
仁
、
高
橋
・
湊
選
手
の
母
校
鷹
巣

農
林
高
校
、
そ
し
て
、
鈴
木
選
手
の
地
元

合
川
で
は
各
競
技
の
放
送
時
間
に
合
わ

せ
競
技
の
模
様
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で

観
戦
す
る
応
援
会
が
開
か
れ
、バ
ン
ク
ー

バ
ー
に
向
け
て
大
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

  

■
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
掲
げ
て 

　
阿
仁
地
区
で
は
、地
元
３
選
手
に
声
援

を
送
ろ
う
と
応
援
会
を
開
催
。会
場
と
な
っ

た
阿
仁
庁
舎
に
は
、３
選
手
の
応
援
の
ぼ

り
旗
、阿
仁
合
小
・
大
阿
仁
小
・
阿
仁
中
の

児
童
・
生
徒
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
ん

だ
応
援
旗
を
飾
り
、日
の
丸
を
振
っ
て
応

援
し
ま
し
た
。 

　
15
日
の
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
個
人
で
は
、

小
林
選
手
が
ト
ッ
プ
か
ら
58
秒
遅
れ
で

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、一
時
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
応
援
会
場

で
は
大
き
な
拍
手
と
と
も
に「
範
仁
が
ん

ば
れ
ー
」
、「
そ
の
ま
ま
行
け
ー
」
な
ど
と

大
声
援
が
響
き
わ
た
り
、盛
り
上
が
り
も

最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。 

　
24
日
の
団
体
戦
で
も
大
勢
の
市
民
が

応
援
に
か
け
つ
け
、高
橋
選
手
の
ビ
ッ
グ

ジ
ャ
ン
プ
、小
林
選
手
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
で
の
追
い
上
げ
に
大
き
な
拍
手
を

送
り
ま
し
た
。 

 

■
後
輩
た
ち
も
母
校
で
応
援 

　
高
橋
大
斗
、
湊
祐
介
両
選
手
の
母
校
・

鷹
巣
農
林
高
校
で
は
、ス
キ
ー
部
や
野
球

部
な
ど
運
動
部
の
選
手
を
中
心
に
生
徒

教
職
員
約
60
人
が
ス
ク
リ
ー
ン
の
日
本
チ
ー

ム
に
向
か
っ
て
応
援
し
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
、高
橋
選
手
や
小
林
選
手

が
映
る
と
、応
援
団
の
エ
ー
ル
に
合
わ
せ

日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
大
声
援
。
ゴ
ー

ル
後
も
入
賞
し
た
日
本
チ
ー
ム
に
激
励

の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。  

　
ス
キ
ー
部
の
コ
ン
バ
イ
ン
ド
（
複
合
）

選
手
・
高
山
大
史
君
（
２
年
）
は
、「
先
輩

た
ち
が
世
界
の
舞
台
で
戦
っ
て
い
る
の

は
す
ご
い
こ
と
。自
分
た
ち
に
も
大
き
な

励
み
に
な
っ
た
。高
橋
先
輩
の
大
ジ
ャ
ン

プ
、
高
橋
・
小
林
両
選
手
の
力
走
に
感
激

し
た
。先
輩
達
に
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

■
合
川
地
区
で
は
集
落
を
あ
げ
て 

　
鈴
木
選
手
の
地
元
合
川
地
区
で
は
、合

川
地
区
体
育
協
会
（
佐
藤
征
太
郎
会
長
）

と
鈴
木
選
手
の
地
元
鎌
沢
自
治
会
で
組

織
す
る
、
芙
由
子
応
援
団
（
団
長
＝
加
藤

　
悦
鎌
沢
自
治
会
長
）が
主
催
し
合
川
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
19
日
の
個
人
15
㎞
競
技
観
戦
後
、
主

催
者
の
佐
藤
会
長
が「
鈴
木
選
手
は
健
闘

し
た
が
、世
界
の
壁
は
ご
覧
の
通
り
厚
か
っ

た
。
し
か
し
本
人
は
ま
だ
若
い
。
こ
れ
か

ら
も
応
援
を
」
と
、
今
後
の
活
躍
を
願
い

ま
し
た
。 

　
応
援
団
長
の
加
藤
鎌
沢
自
治
会
長
は「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
鈴
木
選
手
の
活
躍
は

地
元
の
誇
り
。こ
れ
か
ら
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
経
験
を
生
か
し
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
」
と
、
鈴
木
選
手
の
活
躍
を

称
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
、鈴
木
選
手
を
小
さ
い
頃
か
ら
知
っ

て
い
て
る
隣
家
の
福
田
芳
一
さ
ん
は「
初

め
て
に
し
て
は
よ
く
が
ん
ば
っ
た
と
思
う
。

射
撃
は
得
意
な
の
で
、あ
と
は
走
力
が
つ

く
と
世
界
に
通
用
す
る
選
手
に
な
る
と

思
う
。子
ど
も
た
ち
に
も
夢
を
与
え
て
く

れ
た
」と
、目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。 

TMMC

冬
季
五
輪
日
本
代
表
の
高
橋
・
小
林
・
湊
・
鈴
木
４
選
手

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
市
出
身
選
手
が
活
躍

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
市
出
身
選
手
が
活
躍

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
市
出
身
選
手
が
活
躍

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
市
出
身
選
手
が
活
躍

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
市
出
身
選
手
が
活
躍
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秋田内陸線が全線開業２０周年

▲全線開業２０周年を祝し開かれた記念式典 

 

■
少
子
化
な
ど
鉄
道
を
取
り
巻
く
厳
し
い

経
営
環
境
を
乗
り
越
え
て
20
年 

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
は
、
昭
和
59
年
に

旧
国
鉄
阿
仁
合
線
、
角
館
線
と
建
設
線
を

引
き
継
い
で
一
体
運
営
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
既
開
業
区
間

の
転
換
を
受
け
て
秋
田
内
陸
北
線
・
南
線

と
し
て
暫
定
開
業
。
平
成
元
年
に
未
工
事

区
間
が
開
通
し
、
鷹
巣
か
ら
角
館
ま
で
の

全
線
開
業
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
全
線
開
業
時
、
平
成
元
年
の
乗
車
人
員

は
１
０
７
万
９
０
０
０
人
と
順
調
な
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
し
か
し
、
沿
線
地
域
の
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
原
因
に
よ
り

年
々
減
り
続
け
、
平
成
17
年
度
に
は
約
51

万
人
と
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
に
減
少
し
、

存
廃
問
題
も
議
論
さ
れ
始
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
平
成
20
年
度
に
、
県
・
沿

線
自
治
体
、
内
陸
線
、
秋
北
バ
ス
等
の
交

通
事
業
者
、
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
で
、

秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
会
で
は
、「
連
携
計
画
」
を
策
定
し
、

各
交
通
機
関
の
連
携
の
も
と
、
少
子
高
齢

化
対
策
や
集
落
か
ら
公
共
・
商
業
・
観
光

施
設
な
ど
を
結
ぶ
交
通
整
備
な
ど
、
地
域

住
民
の
利
用
し
や
す
い
交
通
の
確
保
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
も
、
内
陸
線
の
利
用
促
進
と

し
て
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
、
内
陸
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
内
陸
線
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な

い
り
っ
く
ん
」
な
ど
を
活
用
し
た
運
動
も

展
開
し
て
い
ま
す
。 

■
地
域
の
総
力
戦
と
し
て
多
様
な
取
り
組

み
を
―
若
杉
社
長 

　
記
念
式
典
で
若
杉
清
一
代
表
取
締
役
社

長
は
、「
内
陸
線
の
乗
車
人
員
は
、
少
子

高
齢
化
や
交
通
手
段
の
多
様
化
に
よ
っ
て

開
業
時
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
が
、

厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、
沿
線
地
域
と

と
も
に
価
値
を
高
め
、
内
陸
線
が
秋
田
名

物
と
讃
え
ら
れ
る
ま
で
そ
の
魅
力
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
様
な
取

り
組
み
を
行
い
地
域
の
総
力
戦
と
し
て
挑

戦
し
た
い
」
な
ど
と
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
、「
地
域
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
内
陸
線
。
こ
の
た
び
の
基

本
合
意
に
よ
り
、
内
陸
線
の
安
全
安
心
が

な
お
一
層
図
ら
れ
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋

が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
韓
国
の
ツ 

ア
ー
客
な
ど
も
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
受
入
れ
体
制
を

確
立
し
、
更
な
る
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
」

な
ど
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

　
続
く
関
係
者
祝
辞
の
後
、
内
陸
線
に
支

援
や
奉
仕
活
動
な
ど
で
貢
献
し
た
41
団
体

に
、
若
杉
社
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 

 

■
県
、
北
秋
田
・
仙
北
両
市
、
会
社
の
４
者

が
基
本
合
意
書
に
調
印 

　
秋
田
内
陸
線
の
持
続
的
運
行
に
よ
る
基

本
合
意
書
の
調
印
式
で
は
、
堀
井
県
副
知

事
、
津
谷
北
秋
田
市
長
、
門
脇
仙
北
市
長
、

若
杉
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
合
意
書
に
署
名
捺

印
し
、
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
合
意
書
の
主
な
内
容
は
、
①
会
社
の
経

営
目
標
②
基
本
的
な
役
割
分
担
③
会
社
へ

の
運
営
費
補
助
④
会
社
の
経
営
改
善
⑤
鉄

道
施
設
等
の
大
規
模
改
修
、
の
５
項
目
か

ら
な
り
、
こ
の
う
ち
①
の
会
社
の
経
営
目

標
で
は
、
平
成
22
年
度
経
常
損
失
額
２
億

円
以
内
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
目
標

を
24
年
度
ま
で
に
達
成
で
き
な
い
場
合
は
、

経
営
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
、
と
し

て
い
ま
す
。 

　
②
の
役
割
分
担
で
は
、
▽
両
市
が
、
会

社
収
支
の
改
善
を
図
る
た
め
の
運
営
費
補

助
を
行
う
と
と
も
に
、
内
陸
線
駅
か
ら
の

２
次
ア
ク
セ
ス
の
確
保
や
市
職
員
の
通
勤
、

小
中
学
生
の
通
学
利
用
、
関
係
団
体
と
一

体
と
な
っ
た
観
光
利
用
の
促
進
な
ど
を
進

め
る
▽
県
は
内
陸
線
を
国
道
１
０
５
号
線

の
代
替
手
段
と
位
置
付
け
、
鉄
道
の
安
全

運
行
に
必
要
な
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
等
の
施

設
の
大
規
模
改
修
を
担
い
、
北
秋
田
・
仙

北
両
市
の
財
政
負
担
軽
減
の
た
め
支
援
を

行
う
、
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
③
の
会
社
へ
の
運
営
費
補
助
に

つ
い
て
は
、
▽
両
市
は
、
毎
年
度
、
合
計

２
億
円
を
補
助
す
る
▽
県
は
、
両
市
の
補

助
額
の
４
分
の
１
相
当
額
を
、
両
市
に
対

し
て
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
ク
マ
）の
名
称
は 

　
「
森
吉
の
じ
ゅ
う
べ
ぇ
」
に 

　
こ
の
後
、公
募
し
た
新
し
い
内
陸
線
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ク
マ
の
名
称
が「
森
吉
の
じ
ゅ

う
べ
ぇ
」
に
決
ま
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
考
案
し
た
の
は
、
由
利
本
荘
市

の
斉
藤
珠
美
さ
ん（
40
歳
）。
１
０
３
５
通

の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
斉
藤

さ
ん
は
「
縦
貫
鉄
道
の『
じ
ゅ
う
』と
、
熊

の
英
語
『
ベ
ア
ー
（b

e
a
r

）
』
を
組
み
合
わ

せ
て『
じ
ゅ
う
べ
ぇ
』と
し
た
」
な
ど
と
名

付
け
の
理
由
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
式
典
の
後
、
内
陸
線
阿
仁
合
駅
前
で
は
、

内
陸
線
の
今
昔
を
写
真
で
た
ど
る
「
内
陸

線
写
真
展
」
や
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
た
ほ
か
、

沿
線
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
鍋

も
の
が
振
舞
わ
れ
る
「
駅
市
」
な
ど
が
開

催
さ
れ
、
内
陸
線
の
全
線
開
通
20
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。 

１
月
16
日（
土
）森
吉
ク
マ
ゲ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
総
会（
あ
ゆ
っ
こ
）
▽
米

内
沢
本
郷
会
館
竣
工
式
・
祝
賀
会
（
本
郷
会
館
） 

１
月
18
日（
月
）七
日
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
地
域
懇
談
会（
七
日
市
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
） 

１
月
19
日（
火
）新
年
度
予
算
査
定（
〜
26
日
、
本
庁
舎
） 

１
月
20
日（
水
）森
吉
山
ダ
ム
湛
水
修
祓
式
、
湛
水
式（
森
吉
山
ダ
ム
管
理
庁
舎
） 

１
月
22
日（
金
）公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
説
明
会（
米
内
沢
総
合
病
院
） 

１
月
24
日（
日
）鷹
巣
婦
人
会
新
春
交
流
会（
中
央
公
民
館
） 

１
月
26
日（
火
）米
内
沢
病
院
職
員
労
働
組
合
団
体
交
渉（
米
内
沢
総
合
病
院
） 

１
月
27
日（
水
）北
秋
田
市
米
政
策
推
進
協
議
会(

本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生

施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

１
月
31
日（
日
）第
３
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
） 

２
月
２
日（
火
）北
秋
田
市
認
定
農
業
者
会「
市
長
と
の
懇
談
会
」（
あ
ゆ
っ
こ
） 

２
月
３
日（
水
）第
４
回
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会（
森
吉
庁
舎
） 

２
月
５
日（
金
）あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ（
大
阪
市
） 

２
月
８
日
（
月
）
米
内
沢
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式
（
本
庁
舎
）
▽
北
秋
田

市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
定
例
議
会
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
▽
米
代
川
の
総
合

的
な
治
水
対
策
協
議
会（
能
代
市
二
ツ
井
庁
舎
） 

２
月
10
日
（
水
）
東
洋
精
箔
願
満
稲
荷
祭
（
東
洋
精
箔
秋
田
工
場
）
▽
北
秋
中
央
病

院
運
営
委
員
会
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）
▽
北
秋
田
市
国
保
運
営
協
議
会
に
お
け

る
受
賞
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
尾  

耕
ホ
ー
ル
） 

２
月
11
日（
木
）北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
中
央
公
民
館
） 

２
月
12
日（
金
）秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
全
線
開
業
20
周
年
記
念
式
典（
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

２
月
13
日
（
土
）
第
16
回
も
ち
っ
こ
市
（
大
太
鼓
の
館
前
）
▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
果
物

生
産
者
大
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

２
月
15
日
（
月
）
第
２
回
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
（
阿
仁
庁
舎
）
▽

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
誘
致
企
業
懇
談
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

内
陸
線
の
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
森
吉
の
じ
ゅ
う
べ
ぇ
﹂

と
名
付
け
親
の
斉
藤
珠
美
さ
ん

基本合意書に調印、握手を交わす４者。左から

堀井啓一副知事、津谷市長、門脇光浩仙北市長、若杉社長

基本合意書に調印、握手を交わす４者。左から

堀井啓一副知事、津谷市長、門脇光浩仙北市長、若杉社長
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特 別 会 計 予 算 執 行 状 況

市 民 の 負 担 状 況

用語の解説  
①　一般会計と特別会計　地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされていま

すが、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。そこで地方公共団体の基本的な経費を「一

般会計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」として区別しています。 

②　主な歳入項目　「地方交付税」＝歳入の中で最も大きな財源であり、国が使いみちを指定しないで交付す

るもの。「国庫支出金」＝国が使いみちを指定して交付するもの。「市債」＝市の借り入れ金など。「諸収

入」＝各種貸付金や預託金収入。「地方譲与税」＝地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃料譲与

税、地方道路譲与税として市町村へ交付されるもの。 

　９月末現年度 （調定額から　） 

直

接

税

間
接
税

市 民 税 個 人 分

市 民 税 法 人 分

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

合　　　計

市民１人当たり（円／人）

70,985円　

市 た ば こ 税

国 民 健 康 保 険 税

1,010,865千円

86,040千円

1,523,182千円

71,182千円

2,691,269千円

99,603千円 2,627円 6,813円

68,047円684,480千円

（９月末　人口37,913人、世帯数14,619世帯）

111,461円

（９月末　加入被保険者数 10,059人、加入世帯数 6,141世帯）

（単位：千円、％） 

会 計 区 分 予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

国 民 健 康 保 険�

合 川 診 療 所 �

老 人 保 健

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス�

簡 易 水 道 �

農 業 集 落 排 水 �

下 　 水 　 道 �

特 定 地 域 生 活 排 水

後 期 高 齢 者 医 療 �

財 産 区

合 　 　 計

３，９０３，６６８

２４２，９９９

２１，４０３

４，４００，４７１

１２８，６８９

８９５，３４５

５６６，８２５

１，８２４，２１５

３４，６９２

４３９，４１０

４２０，７５６

�

１２，８７８，４７３

１，９１４，８８６

７７，２１６

４８

１，８３３，６６５

７，４６９

３９１，００３

３７，７８６

１２２，７２７

３，８０３

１１９，７７９

４０９，５５３

４，９１７，９３５

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市・�

　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁）�

４９．１

３１．８

０．２

４１．７

５．８

４３．７

６．７

６．７

１１．０

２７．３

９７．３

３８．２

１，７０２，４６６

９７，１０８

１１

１，７６１，８４２

６１，８９３

２９８，２３９

１４６，６７５

５６４，９７８

７，８２８

１１１，９６７

１，７６８

４，７５４，７７５

４３．６

４０．０

０．１

４０．０

４８．１

３３．３

２５．９

３１．０

２２．６

２５．５

０．４

３６．９

1,537,777千円（41.5％） 

144,056千円（22.8％） 

0千円（0.0％） 

財政白書財政白書
平成２１年度上半期

　市では、市民の皆さんに市の財政事情を
知っていただくために、毎年２回一般会計、
特別会計の執行状況を公表しています。 
　昨年12月には平成21年度上半期（平成
21年4月1日～9月30日）の結果を公表しま
した。収入・支出状況など市の財政事情を
お知らせします。 
(一時借入金及び会計間の相互流用金を除く・
繰越明許費を含む） 

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況

項　　　目 予　算（千円） 

１０,２２９,６７９

２,９４６,３７３

１,５２３,３１５

２,０７４,４００

３,６９９,４２１

６３１,１４１

２９２,４８２

３５０,３６７

地 方 交 付 税

市 　 　 　 税

県 支 出 金

市 　 　 　 債

国 庫 支 出 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

そ の 他
（分担金、使用料等）

１,７９４,５７１

項　　　目 予　算（千円） 

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

公 債 費

そ の 他

３,９６０,５４１

５,４１０,５６４

２,５３１,６３４

１,１７１,１１３

２,４４５,８９７

９６３,９５２

２,４５９,０７１

３,１８０,４３６

１,４１８,５４１

40億 100億70億

91,423千円（31.3％） 

207,644千円（59.3％） 

687,141千円（38.3％） 

予　　算　　額

収入・支出済額

371,295千円（15.1％） 

412,941千円（42.8％） 

967,171千円（39.5％） 

1,496,596千円（47.1％） 

50億 10億 20億 30億 40億 

1,580,656千円（39.9％） 

1,881,056千円（34.8％） 

1,632,403千円（64.5％） 

215,594千円（18.4％） 
歳　 出 

584,418千円（41.2％） 

1,740,437千円 

（59.1％） 

20億 30億10億

予　　算 23,541,749千円 

支出済額 9,142,130千円 

支出割合 38.8　％ 

259,834千円（17.1％） 

歳　 入 

予　　算 23,541,749千円 

収入済額 11,951,183千円 

収入割合 50.8　％ 

7,284,871千円 （71.2％） 

〜〜

〜

１世帯当たり（円／世帯）

184,094円　
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市
内
の
神
社
で
２
月
１
日
、
恒
例
の
厄
払
い

行
事
が
行
わ
れ
、
善
男
善
女
が
神
前
で
厄
除
け

を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
鷹
巣
神
社
で
は
、
黒
留
袖
に
丸
髷

姿
で
参
加
す
る
女
性
が
多
く
、
厄
年
を
無
事
に

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
神
前
に
玉
串

を
捧
げ
、
厄
除
け
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
通
称
「
女
の
神
様
」
と
し
て
知
ら

れ
る
元
町
の
三
吉
神
社
に
も
お
参
り
。
こ
の
後

女
性
た
ち
は
、
中
心
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
一
役
買
お
う
と
、
そ
の
ま
ま
の
正
装
姿
で

鷹
巣
駅
前
の
目
抜
き
通
り
を
行
進
し
、
商
店
や

道
行
く
人
た
ち
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
森
吉
地
区
で
も
33
歳
の
女
性
、
42
歳
、

62
歳
の
男
性
が
参
加
し
て
の
合
同
祈
願
祭
が
行

わ
れ
、
厄
除
け
と
互
い
の
多
幸
、
長
寿
を
祈
り

ま
し
た
。 

　
第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
男
子
５

㌔
フ
リ
ー
で
優
勝
し
た
、
佐
藤
太
一
さ
ん
（
阿

仁
中
３
年
）
が
２
月
10
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

佐
藤
副
市
長
に
全
国
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
佐
藤
さ
ん
は
「
全
国
大
会
で
は
、
最
初
か
ら

飛
ば
し
て
い
っ
た
。
夏
の
陸
上
で
ス
タ
ミ
ナ
を

鍛
え
た
成
果
が
で
た
と
思
い
ま
す
。
優
勝
し
て

地
元
に
帰
っ
て
来
た
ら
、
み
ん
な
か
ら
祝
福
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る

結
果
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
と
優
勝
の
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。 

　
佐
藤
副
市
長
は
「
優
勝
は
、
夏
か
ら
地
道
な

鍛
錬
を
繰
り
返
し
た
結
果
で
は
な
い
か
。
高
校

に
行
っ
て
も
、
先
輩
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
て
、

地
道
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
「
雪
中
田
植

え
」
の
稲
刈
り
が
２
月
１
日
、
綴
子
地
内
の
大

太
鼓
の
館
前
で
行
わ
れ
、
今
年
の
稲
作
の
豊
凶

を
占
い
ま
し
た
。 

　
刈
り
手
は
、
稲
を
植
え
た
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年

部
長
の
堀
内
英
俊
さ
ん
。
農
業
関
係
者
ら
が
見

守
る
中
、
田
植
え
の
と
き
と
同
じ
昔
な
が
ら
の

け
ら
、
菅
笠
姿
で
鎌
を
使
い
、
稲
の
束
を
一
株

ご
と
慎
重
に
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
、
篤
農
家
の
畠
山
喜
久

雄
さ
ん
に
よ
っ
て
見
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
畠
山
さ
ん
は
「
平
ら
に
植
え
た
も
の
が
、
片

方
だ
け
雪
が
溶
け
て
い
る
。
大
雨
や
洪
水
な
ど

で
稲
が
転
ぶ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
稲
自
体
も

い
い
年
と
は
言
え
な
い
。
今
年
は
残
念
な
が
ら

『
や
や
不
作
』
だ
ろ
う
。
今
年
の
占
い
は
外
れ

て
ほ
し
い
」
と
、
稲
作
の
豊
凶
を
占
い
ま
し
た
。 

▲鷹ノ巣駅まで商店街を行進しあで姿を披露、
賑わいづくりにも一役 

道行く人にもあで姿を披露 ●各神社で厄払い祈願 

●民俗行事「雪中稲刈り」 

▲農業関係者らが見守る中、作占いをした「雪
中稲刈り」 

今年は『やや不作』とのご託宣 

▲佐藤副市長に全国中学校スキー大会の優勝を
報告する、佐藤太一さん 

たくさんの人たちに支えられた結果 ●佐藤太一さん全国中学校スキー大会優勝 

　
２
月
３
日
は
節
分
。
市
内
の
各
保
育
園
、
幼

稚
園
、
神
社
で
も
恒
例
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
が
鬼
退
治
を
し

て
災
厄
を
払
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
伝

統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
浦
田
保
育
園
（
柏
木
美
貴
子
園

長:

園
児
８
人
）
で
は
、
隣
接
す
る
浦
田
小
学

校
を
訪
れ
、
小
学
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
た

ち
と
一
緒
に
豆
ま
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は
、
自
分
で
つ
く
っ
た
鬼
の
お
面

を
頭
に
か
ぶ
り
、「
鬼
は
外
ー
」、「
福
は
内
ー
」、

「
心
の
中
の
悪
い
鬼
、
出
て
行
け
ー
」
と
、
豆

に
見
立
て
丸
く
し
た
新
聞
紙
を
ま
い
て
各
教
室

を
回
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
教
室
に
つ
な
が

る
ホ
ー
ル
で
暴
れ
る
鬼
が
登
場
。
園
児
た
ち
は

「
鬼
は
外
ー
」
と
豆
を
ぶ
つ
け
、
小
学
生
た
ち

の
援
護
も
加
わ
り
鬼
を
追
い
出
し
ま
し
た
。 

　
遊
び
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
白
い
風
と
遊
ぼ
う
」

が
２
月
６
日
、
市
中
央
公
民
館
な
ど
で
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
け
ん
玉
や
雪
像
づ
く
り
な
ど
で

昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
語
り
部
に
よ
る
昔
語
り
と
仔
や

ぎ
の
会
に
よ
る
人
形
劇
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
懐
か
し
い
秋
田
弁
で
語
り
か
け
る
物
語
に

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
け
ん
玉
や
こ
ま
、
紙
風
船
や
紙
相
撲

な
ど
昔
の
遊
び
道
具
が
並
び
、
木
工
遊
び
で
は

竹
馬
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
か
ら
遊
び
方
や
作
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
由
に
道
具
を

手
に
取
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
米
代
児
童
公
園
で
は
、
雪
像
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
も
行
わ
れ
、
城
や
雪
だ
る
ま
な
ど
カ
ラ
フ
ル

で
独
創
的
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。 

　
鷹
巣
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
湊

屋
啓
二
会
長
）
が
主
催
す
る
料
理
教
室
「
親
子

de
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
１
月
30
日
、
市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
松
橋
智
佳
さ

ん
か
ら
野
菜
を
摂
る
こ
と
の
大
切
さ
を
聞
い
た

後
、「
ト
マ
ト
の
炊
き
込
み
ご
飯
」「
米
粉
の
海

鮮
チ
ヂ
ミ
」
「
野
菜
の
デ
ザ
ー
ト
」
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
包
丁
を
使
い
な
が
ら
、
野
菜

や
ひ
じ
き
を
刻
ん
だ
り
、
卵
を
溶
い
た
り
と
親

子
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
な
が
ら
料
理
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。 

　
彩
り
も
豊
か
な
料
理
の
数
々
が
テ
ー
ブ
ル
に

並
ぶ
と
、
調
理
室
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
早
変
わ
り
。

全
員
で
お
い
し
く
い
だ
だ
き
、
料
理
と
食
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

▲小学生と一緒に「心の中の悪い鬼、出て行
けー」と豆まきをする園児たち 

元気よく豆まきで鬼退治 ●保育園幼稚園で節分行事 

●「親子 de クッキング」 

▲野菜ソムリエの先生の指導で野菜たっぷりの
健康料理作りに挑戦した「親子 de クッキング」 

野菜たっぷりヘルシークッキングに挑戦 

▲木工遊びコーナーでは、竹馬づくりに挑戦 

子どもたちが昔の遊びを体験 ●遊び体験イベント「白い風と遊ぼう」 
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ちいきの話題ちいきの話題ちいきの話題



 
　
こ
の
記
録
は
、
天
保
８（
１
８
３
７
）年

太
田
新
田
村
８
代
長
谷
川
伊
右
衛
門（
屋

政
）の
編
者
に
よ
る
手
書
き
の
原
稿
本
で
、

災
害
の
記
録
で
す
。
天
保
４（
１
８
３
３
）

年
元
旦
か
ら
始
ま
っ
た
天
変
・
異
常
気
象

を
記
録
し
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
近
郷

の
飢
饉
に
よ
る
人
々
の
悲
惨
な
様
子
を
記

録
し
て
い
ま
す
。 

　
天
保
４
年
、
７
月
に
は
大
洪
水
、
８
月

に
は
東
風
に
よ
る
降
霜
・
氷
が
張
り
、
９

月
は
台
風
と
未
曾
有
の
青
立
凶
作
と
な
り

ま
し
た
。
坊
沢
村
で
は
病
人
を
含
め
８
８

２
人
の
餓
死
者
が
出
て
、
家
数
１
５
１
戸

が
絶
家
し
１
４
１
戸
に
激
減
し
た
と
い
い

ま
す
。
こ
の
記
録
の
特
色
は
、
人
々
の
様

子
が
カ
ラ
ー
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
南
部
津
軽
か
ら
の
飢
饉
流
民
に
つ
い

て
や
、
大
坂
で
お
き
た「
大
塩
の
乱
」（
１

８
３
７
年
）に
つ
い
て
ま
で
記
録
し
て
い

ま
す
。 

　
８
代
伊
右
衛
門
は
優
れ
た
人
物
で
、
長

百
姓
と
し
て
村
の
政
治
に
尽
力
し
、
天
保

６（
１
８
３
５
）年
の
飢
饉
時
に
は
窮
民
救

済
に
努
力
し
、
郡
方
よ
り
羽
織
御
免
の
御

賞
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
芸
に
優

れ
、『
太
田
新
田
村
由
来
記
』『
年
代
豊
凶

記
』『
歴
代
作
考
豊
凶
秘
録
』『
当
家
歴
代

集
』
な
ど
多
く
の
本
を
書
い
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
末
に
は
私
塾「
長
谷
川
塾
」を

開
き
、
村
内
外
の
子
弟
の
教
育
に
当
た
り

ま
し
た
。
享
和
２（
１
８
０
２
）年
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
紺
屋
か
ら
呉
服
商
を
営
み
大

い
に
繁
盛
し
、
天
保
８
年
に
は
持
高
32
石

４
斗
５
升
５
合
の
高
持
と
な
り
ま
し
た
。 

　 ▽
平
成
元
年
10
月
１
日
指
定 

▽
資
料
／「
鷹
巣
の
文
化
財
」、「
栄
郷
土
誌
」

「
鷹
巣
町
史
」「
天
保
飢
饉
見
聞
実
録
」ほ
か 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
照
内
捷
二 

 

▲「天保飢饉見聞実録」 

▼ 

学びの広場

公
民
館
講
座 

■
中
央
公
民
館
　
　
62-

１
１
３
０ 

平
成
22
年
度
「
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場
」 

　
入
園
前（
満
１
歳
以
上
）の
子
ど
も
と
保

護
者
を
対
象
に
、
集
団
で
の
遊
び
等
（
親

子
で
体
操
・
季
節
に
合
わ
せ
た
作
品
作
り

等
）
を
通
じ
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
中
の
母
親
（
保
護
者
）
の
交
流･

情
報

交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

開
催
日
　
４
月
〜
３
月
毎
月
第
２
月
曜
日 

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

講
　
師
　
石
郷
岡
順
子
さ
ん
、村
上
美
保
子
さ
ん 

対
　
象
　
入
園
前（
満
１
歳
以
上
）の
子
ど

も
と
保
護
者 

定
　
員
　
30
組 

参
加
費
　
無
料 

申
込
期
限
　
３
月
22
日（
月
） 

 

■
合
川
公
民
館
　
　
78-

２
１
１
４ 

「
男
の
料
理
講
座
」 

期
　
日
　
３
月
17
日（
水
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時 

講
　
師
　
柏
木
昌
晃
さ
ん 

内
　
容
　
若
い
男
性
料
理
人
に
学
ぶ
、
手

軽
で
お
い
し
い
料
理（
和
食
）に

挑
戦
。
初
心
者
大
歓
迎
。 

定
　
員
　
先
着
15
名 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

材
料
費
　
１
５
０
０
円
程
度 

申
込
期
限
　
３
月
１
日（
月
）午
前
９
時
〜 

　
　
　
　
３
月
９
日（
火
）午
後
５
時 

■
森
吉
公
民
館
　
　 
72-

３
２
５
９ 

「
悠
久
の
調
べ
〜
日
本
の
音
楽
を
楽
し
む
」

　

日
本
の
楽
器
で
あ
り
な
が
ら
接
す
る
機

会
の
少
な
い
雅
楽
を
生
で
聴
い
て
み
ま
せ

ん
か
。 

期
　
日
　
３
月
５
日（
金
） 

時
　
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
12 
時 

出
　
演
　
北
秋
雅
楽
会 

▽
第
Ⅰ
部 

雅
楽
を
楽
し
む 

　
雅
楽
演
奏
と
楽
器
の
紹
介 

　

演
目
／
越
天
楽
等
４
曲 

　

楽
器
／
三
管
・
三
鼓
他
多
数 

▽
第
Ⅱ
部 

日
本
の
歌
を
う
た
お
う 

　
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
懐
か
し
い
歌
や
心
に
残

る
歌
を
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。 

伴
　
奏
　
金 

新
佐
久
氏 

   

　
平
成
23
年
完
成
予
定
の
森
吉
山
ダ
ム
の

湖
底
に
沈
む
遺
跡
の
う
ち
、
特
に
縄
文
時

代
の
出
土
品
を
中
心
と
し
て
展
示
し
、
小

又
川
の
遺
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
あ
わ
せ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
、

上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
で
の
展
示
よ
り

里
帰
り
し
た
ば
か
り
の
板
状
土
偶
も
再
展

示
し
ま
す（
入
場
無
料
）。 

日
　
時
　
３
月
18
日（
木
）〜 

　
　
　
　
６
月
１
日（
火
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　
　（
水
曜
日
は
休
館
） 

場
　
所
　
文
化
会
館
資
料
展
示
室 

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
班 

　
　
　
　
　
　
　

62-

６
６
１
８ 

　
オ
ペ
ラ
界
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
村
上
敏
明
さ
ん
の
ご

家
族
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

父
・
敏
雄
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）、
母
・
悦
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
、
本
市
出
身
）、
兄
・
宣
也
さ
ん
（
テ

ノ
ー
ル
）
は
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
成
田
為
三
が

教
授
を
務
め
た
国
立
音
楽
大
卒
で
あ
り
、
お

住
ま
い
の
日
野
市
を
中
心
に
コ
ン
サ
ー
ト
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
成
田
為
三

ゆ
か
り
の
曲

を
は
じ
め
、

イ
タ
リ
ア
オ

ペ
ラ
な
ど
が

演
奏
さ
れ
ま
す
。

春
を
告
げ
る

歌
声
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

期
　
日
　
３
月
20
日
（
土
） 

時
　
間
　
午
後
３
時
開
演 

会
　
場
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
２
階
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
大
人
…
…
…
…
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
高
校
生
以
下
…
…
５
０
０
円 

問
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い 

▽
生
涯
学
習
課
文
化
班
�

62-

６
６
１
８ 

▽
浜
辺
の
歌
音
楽
館
�

72-

３
０
１
４ 

▽
中

央

公

民

館
�

62-

１
１
３
０ 

 

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
各
施
設
へ 

森
吉
山
ダ
ム
建
設
事
業
に
係
る
発
掘
調
査
出
土
品
展 

「
ダ
ム
湖
に
沈
む
遺
跡
の
記
憶
」 

 

シ
ル
バ
ー
劇
団「
元
気
座
」の
舞
台
を
楽
し

ん
だ
高
齢
者
大
学
全
体
講
座 

▼ 

秋
田
県
綱
引
き
選
手
権
大
会
で
優
勝
し

た
綴
子
小
学
校
Ｂ
チ
ー
ム 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
北秋田市教育委員会

　市内４つの高齢者大学（高鷹大学、合川ことぶき大

学、森吉大学、阿仁生き活き大学）の全体講座が２月

１６日、文化会館で開催されました。 

　はじめに、岩手県西和賀町社会福祉協議会の高橋純

一事務局長が、平成１１年から高齢者や障害者による

社会参加促進と生きがいづくりを目的とした、シルバ

ー演劇活動について講演しました。 

　高橋事務局長は「それまでは高齢者や障害者は鑑賞

する側で、どちらかというと受身の活動が多かったが、

自ら舞台に立つことにより、同じ世代や家族にとって

も大きな刺激になり、新たな生きがいづくりにもなっ

ている」と紹介しました。 

　講演に引き続き「元気座」による「いってらっしゃ

い　気をつけて（高橋純･作）」を鑑賞。平均年齢７

４歳とは思えない熱演に会場からは大きな拍手が送ら

れていました。 

　県立武道館で開催された県綱引選手権大会小学生ジ

ュニアの部で綴子小イーグルスＢチームが優勝しまし

た。 

　小学生ジュニアの部は、小学５年生以下で、出場す

る８人の合計体重が３６０ｋｇ以下の規定。各対戦は

３本勝負の２本先取で行われました。 

　同チームは予選ブロックを４戦４勝で一本も落とす

ことなく勝ち上がり、決勝トーナメントでも無敗とい

う完全優勝を果たしました。 

　この大会の優勝で同チームは８月８日に東京駒沢オ

リンピック公園体育館で行われる「２０１０全日本ジ

ュニア綱引選手権大会」の出場権を獲得しました。 

　主将の三沢紘太君は「全国大会では悔いの残らない

ようにがんばり、優勝を目指したい」と、力強く抱負

を述べていました。 

お
お

た

し
ん
で
ん
む
ら 

あ
お
だ
ち
き
ょ
う
さ
く 

れ
き
だ
い
さ
く
こ
う
ほ
う
き
ょ
う
ひ
ろ
く 

い

え

も

ん
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「すこやか健康講座」から

 

    

　
２
月
３
日
に
は
、児
玉
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
児
玉
達
彦
院
長
の
講
演
で
「
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。 

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は
、睡
眠
時

に
呼
吸
停
止
ま
た
は
低
呼
吸
に
な
る
病

気
。全
国
で
は
約
２
０
０
万
人
が
こ
の
症

候
群
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　 

　
児
玉
院
長
は
、「
無
呼
吸
に
な
る
の
は

空
気
の
通
り
道
で
あ
る
上
気
道
が
閉
塞

し
、
狭
く
な
る
た
め
。
扁
桃
肥
大
や
少
顎

症
、
鼻
の
構
造
的
な
問
題
、
飲
酒
に
よ
る

筋
緊
張
感
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。症
状

と
し
て
は
、▽
い
び
き
を
か
く
▽
日
中
の

眠
気
▽
熟
睡
感
が
な
い
▽
起
床
時
に
頭

痛
が
あ
る
▽
眠
っ
て
い
る
間
に
呼
吸
が

止
ま
る
、
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
肥
満

や
夜
尿
症
、う
つ
状
態
な
ど
も
そ
の
兆
候

の
一
つ
」と
原
因
と
症
状
に
つ
い
て
解
説
。 

 

■
高
血
圧
、心
筋
梗
塞
な
ど
の
合
併
症
も 

　
ま
た
、「
肥
満
に
な
る
の
は
、不
眠
で
生

活
の
リ
ズ
ム
が
狂
い
、食
事
の
回
数
な
ど

も
増
え
て
し
ま
う
た
め
。こ
の
病
気
は
生

活
習
慣
病
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
、メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
と
も
互
い
に
関
連
し
て

い
る
。不
眠
が
原
因
と
な
っ
て
高
血
圧
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
合
併
症
も
引
き
起
こ

す
」と
悪
循
環
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
こ

と
の
怖
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

■
高
ま
る
合
併
症
の
危
険
性 

　
合
併
症
に
は
、
高
血
圧
、
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
、
糖
尿
病
、
脳
卒

中
な
ど
が
あ
り
、心
疾
患
は
平
均
値
の
１
・

２
倍
か
ら
６
・
９
倍
、
脳
卒
中
に
つ
い
て

は
10
・
８
倍
も
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

■
気
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
受
診
を 

　
診
断
に
つ
い
て
は
、「
10
秒
以
上
の
無

呼
吸
が
一
晩
７
時
間
の
睡
眠
中
に
30
回

以
上
、１
時
間
当
た
り
で
は
５
回
以
上
起

こ
っ
た
ら
こ
の
病
気
を
疑
う
べ
き
。
傾

向
と
し
て
は
、
太
っ
た
壮
・
中
年
の
男
性

に
多
い
。思
い
当
た
る
症
状
が
あ
っ
た
ら

す
ぐ
受
診
し
て
ほ
し
い
。眠
気
の
程
度
、

い
び
き
、
耳
鼻
科
疾
患
、
生
活
習
慣
な
ど

に
つ
い
て
問
診
を
行
い
診
断
す
る
。睡
眠

時
の
症
状
は
自
分
で
は
気
が
つ
か
な
い

の
で
パ
ー
ト
ナ
ー
同
席
が
望
ま
し
い
」と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。 

 

■
生
活
習
慣
を
見
直
し
て 

　
治
療
に
は
、「
ま
ず
は
じ
め
に
自
分
の

生
活
を
見
直
す
こ
と
。肥
満
や
お
酒
の
過

飲
は
大
敵
。た
ば
こ
も
無
呼
吸
症
状
を
促

進
さ
せ
る
」と
生
活
習
慣
を
改
め
る
こ
と

を
勧
め
た
上
で
、
内
科
的
・
外
科
的
治
療

法
を
紹
介
。
内
科
的
に
は
、
機
械
で
呼
吸

を
調
整
す
る
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
シ
ー
パ
ッ
プ
）

装
置
の
利
用
の
例
を
上
げ
、
実
際
に
装

着
し
て
使
用
感
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
外
科
的
に
は
、
咽
頭
や
扁
桃
、
ア
デ
ノ

イ
ド
が
原
因
で
気
道
を
塞
ぐ
の
を
防
ぐ

た
め
に
手
術
に
よ
っ
て
取
り
除
く
治
療

法
を
紹
介
し
、医
師
と
治
療
法
を
十
分
話

し
合
う
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。 

 

■
適
切
な
治
療
と
指
導
を 

　
児
玉
院
長
は
、▽
質
の
悪
い
眠
り
は
生

活
を
破
壊
す
る
▽
生
活
習
慣
病
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
▽
合
併
症
の
悪
化
を

も
た
ら
す
▽
そ
の
結
果
社
会
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
、
と
い
っ
た
弊
害
を
上
げ
、

「
健
康
な
眠
り
を
取
り
戻
す
こ
と
が
第
一
。

睡
眠
に
関
す
る
疾
患
は
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
の
ほ
か
、
不
眠
症
、
抑
う
つ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、少
し
で
も
心
あ
た
り
の

あ
る
方
は
医
師
に
相
談
し
、適
切
な
治
療

と
指
導
を
う
け
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。  

   

児
玉
達
彦
氏 

児
玉
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長 

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
の
主
な
症
状
。「
少
し
で

も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
医
師
に
相
談

し
て
ほ
し
い
」と
児
玉
医
師 

▲ 

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
合
併
症
の
例
。

高
血
圧
、
心
疾
患
な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
高
ま
る 

▲ 

市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」
が
市
保

健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、
多
く
の
市
民
が
専
門
家
に
よ
る
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を

市
保
健
セ
ン
タ
ー
﹁
す
こ
や
か
健
康
講
座
﹂
か
ら

市
保
健
セ
ン
タ
ー
﹁
す
こ
や
か
健
康
講
座
﹂
か
ら

市
保
健
セ
ン
タ
ー
﹁
す
こ
や
か
健
康
講
座
﹂
か
ら

    

　
講
座
は
、市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を

目
的
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、毎
回
テ
ー

マ
を
変
え
、５
回
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
月
27
日
に
は
、
北
秋
田
市
の

特
定
健
康
診
査
や
保
健
指
導
な
ど
も
行
っ

て
い
る
財
団
法
人
秋
田
県
総
合
事
業
団

の
医
師
・
浜
出
直
人
氏
が
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。 

 

■
全
国
で
１
９
６
０
万
人
も
の
該
当
者 

　
浜
出
氏
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を「
肥
満
や
高
血
圧
、脂
質
異
常
、高
血

糖
な
ど
の
異
常
が
、軽
度
で
あ
っ
て
も
複

数
あ
り
、そ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
動
脈

の
壁
が
厚
く
硬
く
な
り
、血
液
が
流
れ
な

く
な
っ
て
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
に
な
る

危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
る
。わ
か
り
や

す
く
言
え
ば
、肥
満
や
高
血
圧
が
原
因
と

な
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
血
管
が
詰
ま

り
つ
つ
あ
る
状
態
」と
説
明
。 

　
ま
た
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
推
定
該
当
者
は
全
国
で
１
９
６
０

万
人
、40
歳
か
ら
74
歳
の
男
性
は
２
人
に

１
人
、
女
性
は
５
人
に
１
人
が
該
当
し
、

女
性
で
は
更
年
期
以
降
該
当
す
る
人
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
」と
現
状
を
紹
介
し

ま
し
た
。  

■
重
症
者
ほ
ど
認
識
が
低
い
傾
向 

　
そ
の
上
で
、「
始
め
は
軽
度
で
も
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
大
き
な
病
気
に
つ

な
が
る
の
だ
が
、症
状
が
出
な
い
と
気
が

つ
か
ず
、メ
タ
ボ
と
診
断
さ
れ
て
も
事
後

指
導
に
来
て
く
れ
な
い
。重
症
者
ほ
ど
そ

の
傾
向
が
あ
る
」
と
、
健
診
を
進
め
る
立

場
か
ら
メ
タ
ボ
予
防
へ
の
認
識
の
低
さ

を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

■
要
注
意「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」 

　
メ
タ
ボ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、肥
満
、

特
に
中
性
脂
肪
を
多
く
蓄
え
る
内
臓
脂

肪
型
の
肥
満
を
上
げ
、「
中
性
脂
肪
は
血

管
の
傷
を
治
し
血
圧
を
下
げ
る
善
玉
物

質
を
減
ら
す
と
と
も
に
そ
の
逆
の
作
用

を
す
る
悪
玉
物
質
を
増
や
す
」と
解
説
。 

 

■
普
段
か
ら
体
重
や
食
生
活
に
関
心
を 

　
メ
タ
ボ
の
予
防
に
つ
い
て
は
、「
ま
ず

は
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
。体
重
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
。朝
食
前
と
夕
食
後

に
体
重
を
図
っ
て
記
録
し
、変
化
を
見
る

こ
と
で
関
心
を
持
つ
。週
末
に
は
体
脂
肪

測
定
を
」、と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
食
生
活
で
は
、▽
１
日
３
食
と
る
▽
ゆ
っ

く
り
噛
む
。量
は
腹
８
分
目
に
す
る
▽
夕

食
後
の
間
食
や
夜
食
は
し
な
い（
夕
食
後

歯
を
磨
く
）▽
野
菜
や
海
草
な
ど
の
食
物

繊
維
を
多
く
と
る
（
た
ん
ぱ
く
質
２
、
炭

水
化
物
１
の
割
合
が
望
ま
し
い
）▽
糖
分

や
動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
品
の
摂
取
を

減
ら
す
▽
大
豆
や
青
背
魚
な
ど
の
善
玉

物
質
を
含
む
食
品
を
と
る
、と
い
っ
た
ポ

イ
ン
ト
を
上
げ
ま
し
た
。 

浜
出
直
人
氏 

秋
田
県
総
合 

保
健
事
業
団
・
医
師 

皮下脂肪型の肥満（右） 

と内臓脂肪型の 

肥満（下）。黒い部分 

が脂肪 
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平
成
22
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
23
日
に
開
会
、
３
月
５
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
初
日
に
は
、
施
政
方
針
と
上
程
さ
れ
た
各
議

案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
２
月
25
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

後
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
最
終
日
に
採
決
が
行

わ
れ
ま
す
。
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

３
月
定
例
議
会

行

政

報

告

(1)

　
総
務
部
関
係 

■
総
務
課 

　
災
害
時
の
避
難
所
に
つ
い
て
、
場
所
等

の
状
況
を
再
確
認
し
た
う
え
で
避
難
所
看

板
を
全
１
５
２
ヵ
所
の
う
ち
47
ヵ
所
に
新

設
し
、
既
設
分
と
合
わ
せ
57
ヵ
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
。 

　
１
月
に
入
り
降
雪
量
が
多
く
な
り
「
北

秋
田
市
災
害
警
戒
部
」
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。
積
雪
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
建
物
及
び
農
業
施
設
の
崩
壊
等

を
警
戒
し
て
い
ま
す
。 

■
総
合
政
策
課 

　「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
」
の
関
連
予
算
は
、
防
犯
灯
更
新
事

業
や
高
齢
者
福
祉
施
設
改
修
整
備
事
業
な

ど
が
完
了
し
、
年
度
実
績
は
７
億
３
３
０

０
万
円
規
模
を
見
込
ん
で
お
り
、
地
域
情

報
通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業
等
の
９
億
３

４
０
０
万
円
規
模
の
事
業
は
、
平
成
22
年

度
へ
の
繰
越
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
市
内
４
地
区
で
移
動
行
政
懇
話
会
を
開

催
し
、
延
べ
２
０
０
人
余
り
が
参
加
し
、

各
地
区
と
も
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
自
主
財

源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
広
報
等
へ
の
広

告
掲
載
事
業
を
22
年
度
か
ら
実
施
の
予
定

で
す
が
、
試
行
と
し
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
６
事
業
者
の
バ
ナ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
、
５
万
４
０
０
０
円
の
収
入
で

す
。 

　
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
計
画
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
可
能
量
、
バ
イ
オ
マ
ス
製

品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量
等
の
調
査
を
行

い
、
第
２
回
事
業
化
計
画
策
定
委
員
会
に

報
告
し
て
い
ま
す
。 

■
内
陸
線
再
生
支
援
室 

　
秋
田
内
陸
線
は
、
国
の
制
度
に
よ
る
公

有
民
営
化
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
秋

田
県
、
北
秋
田
市
、
仙
北
市
、
内
陸
線
の

４
者
に
よ
る
協
議
の
結
果
、
公
有
民
営
化

の
導
入
は
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
か
わ
る
支
援
方
式
を
協
議
検
討
し
、

４
者
で
新
た
な
合
意
が
図
ら
れ
、
秋
田
内

陸
線
20
周
年
記
念
式
典
で
「
秋
田
内
陸
線

の
持
続
的
運
行
に
係
る
４
者
合
意
」
の
調

印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　
財
務
部
関
係 

■
財
政
課 

　
平
成
21
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
１

月
25
日
ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０

０
万
円
以
上
）
は
27
件
、
契
約
額
は
４
億

１
３
７
２
万
５
０
０
０
円
で
す
。 

 

　
市
民
生
活
部
関
係 

■
総
合
窓
口
課 

　
平
成
21
年
12
月
末
日
現
在
の
住
民
登
録

者
数
は
、
３
万
７
７
６
９
人
で
、
そ
の
内

訳
は
、
男
１
万
７
７
７
５
人
、
女
１
万
９

９
９
４
人
、
世
帯
数
は
１
万
４
５
９
３
世

帯
で
す
。 

　
一
般
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
交
付
件
数

は
、
89
件（
12
月
末
現
在
）で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健
康
推
進
課
で

実
施
し
て
い
る
各
種
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
で
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
被
保
険

者
に
も
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
季

節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
12
月
末
現
在
で

延
べ
９
２
１
人
へ
１
３
８
万
１
０
０
０
円

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
延
べ
87
人

で
13
万
５
０
０
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

■
生
活
課 

　
北
秋
田
地
区
交
通
・
防
犯
指
導
隊
連
合

会
安
全
祈
願
祭
及
び
観
閲
式
が
行
わ
れ
、

北
秋
田
市
長
、
上
小
阿
仁
村
長
、
北
秋
田

警
察
署
長
か
ら
査
閲
を
受
け
ま
し
た
。
指

導
隊
、
警
察
署
等
関
係
団
体
と
連
携
し
た

活
動
を
行
い
、
市
民
の
交
通
安
全
の
確
保

や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。 

　
防
犯
街
灯
低
電
力
化
・
照
度
ア
ッ
プ
事

業
は
、
自
治
会
・
町
内
会
等
が
管
理
す
る

街
灯
の
う
ち
１
３
７
２
基
の
工
事
を
完
了

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
従
来
か
ら
の
北
秋

田
市
防
犯
街
灯
設
置
費
補
助
金
の
交
付
に

よ
り
、
自
治
会
・
町
内
会
等
地
域
内
の
整

備
を
支
援
し
ま
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
等
排
出
量
の
分
析
結
果
は
、

１
、
２
号
炉
と
も
基
準
値
の
10
ナ
ノ
グ
ラ

ム
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
健
康
福
祉
部
関
係 

 

■
福
祉
課  

　
平
成
22
年
度
の
市
内
11
認
可
保
育
園
へ

の
入
園
申
込
み
は
、
１
月
18
日
現
在
で
８

８
１
人
の
申
込
み
が
あ
り
、
２
月
に
入
園

審
査
と
入
園
決
定
を
行
い
ま
す
。 

　
北
秋
田
市
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
の
出
会

い
の
集
い
が
、
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
で
行
わ
れ
、
26
人（
男
性
16
人
、女

性
10
人
）が
参
加
し
、
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。 

　「
北
秋
田
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

制
度
」
の
受
付
を
開
始
し
、
１
月
末
現
在

で
53
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

■
高
齢
福
祉
課 

　
福
祉
の
雪
事
業
の
登
録
者
は
１
月
22
日

現
在
で
１
０
７
２
世
帯
で
す
。 

　
高
齢
一
人
暮
ら
し
世
帯
は
６
９
１
世
帯
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
３
３
９
世
帯
、
そ

の
他
の
世
帯
は
42
世
帯
で
、
出
入
り
口
の

雪
よ
せ
を
希
望
し
て
い
る
世
帯
は
4
7
0

世
帯
で
す
。
12
月
の
利
用
は
実
件
数
３
２

９
件
、
延
件
数
１
５
５
９
件
で
す
。 

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
者
は
12
月
末

現
在
74
人
で
す
。
要
支
援
認
定
者
を
対
象

と
し
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
月
平
均
３

４
０
人
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。 

　
総
合
相
談
は
12
月
末
現
在
、
延
べ
５
６

０
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ
の
内
権
利
擁
護

に
関
わ
る
相
談
は
１
６
２
件
で
す
。 

■
医
療
推
進
課 

　
市
民
病
院
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
管

理
部
門
や
手
術
室
な
ど
ほ
ぼ
全
て
の
部
屋

を
公
開
し
た
こ
と
も
あ
り
、
３
日
間
で
約

４
０
０
０
人
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。 

             

■
健
康
推
進
課 

　
成
人
検
診
事
業
は
、
12
月
末
現
在
で
特

定
健
康
診
査
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援
対

象
者
は
２
８
７
人
、
積
極
的
支
援
対
象
者

は
77
人
で
す
。
特
定
保
健
指
導
実
施
者
数

は
動
機
づ
け
34
人
、
積
極
的
支
援
７
人
の

合
わ
せ
て
41
人
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
女

性
特
有
の
が
ん
検
診
対
策
は
子
宮
頚
が
ん

１
６
６
人
、
乳
が
ん
３
５
８
人
の
受
診
で

す
。 

　
心
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予
防
事
業
は
、

「
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」

を
開
催
し
、
２
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
対
面
型
相
談
支
援
事
業
は
１
回
平

均
２
名
の
相
談
が
あ
り
、
う
つ
病
・
産
後

う
つ
症
状
・
社
会
不
適
応
等
に
悩
む
方
々

に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、
12

月
末
現
在
で
３
５
４
人
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
定
期
予
防
接
種
は
、
12
月
末
現
在
で
５

９
５
６
人
が
接
種
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、
12
月

末
現
在
で
８
５
９
人
が
接
種
を
受
け
て
い

ま
す
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
、
集
団

接
種
対
象
と
し
た
１
歳
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
接
種
者
数
は
延
べ
２
７
５
９
人

で
す
。
ま
た
、
12
月
に
６
日
間
、
臨
時
開

設
し
た
発
熱
外
来
セ
ン
タ
ー
の
受
診
状
況

は
受
診
者
数
74
人
、
う
ち
Ａ
型
の
陽
性
者

数
は
42
人
で
す
。 

　
母
子
保
健
事
業
は
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
数
が
12
月
末
で
１
４
２
人
、
母
体
健
康

増
進
事
業
の
妊
婦
健
診
受
診
券
も
併
せ
て

交
付
し
て
い
ま
す
。
出
産
を
迎
え
る
夫
婦

の
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
に
も
33
組
66
人
が
受

講
し
ま
し
た
。 

　
フ
ッ
素
洗
口
事
業
は
、
保
護
者
説
明
会

が
保
育
園
、
小
・
中
学
校
と
も
終
了
し
、

保
育
園
で
は
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
小
・

中
学
校
で
は
、
２
月
末
ま
で
に
開
始
す
る

予
定
で
す
。 

■
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所 

　
12
月
末
ま
で
の
外
来
患
者
総
数
は
、
１

万
４
５
３
人
で
、
そ
の
内
訳
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
２
０
０
４
人
、
社
会
保
険

加
入
者
９
７
５
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
加
入
者
７
２
６
６
人
、
そ
の
他
２
０
８

人
で
、
前
年
同
期
比
で
１
６
０
人
の
減
少

で
す
。 

■
阿
仁
診
療
所 

　
平
成
21
年
度
の
決
算
見
込
み
は
、
病
院

事
業
全
体
の
収
益
が
お
よ
そ
３
億
９
５
０

０
万
円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
の
比
較
で

約
２
９
０
０
万
円
の
減
少
と
な
る
見
通
し

で
す
。
支
出
額
は
３
億
９
３
０
０
万
円
ほ

ど
と
な
り
、
単
年
度
収
支
額
で
お
よ
そ
２

０
０
万
円
の
利
益
の
計
上
が
見
込
ま
れ
ま

す
。 
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産
業
部
関
係 

■
農
林
課 

　
平
成
22
年
産
米
の
生
産
目
標
数
量
に
つ

い
て
は
、
先
に
県
よ
り
需
要
量
に
関
す
る

情
報
と
し
て
、
本
市
に
１
万
８
５
６
４
ト

ン
が
提
示
さ
れ
、
前
年
と
比
較
す
る
と
４

６
８
ト
ン
の
減
で
す
。 

　
草
地
林
地
一
体
的
利
用
総
合
整
備
事
業

の
市
営
高
津
森
牧
場
の
草
地
造
成
・
改
良

及
び
看
視
舎
・
一
時
避
難
舎
・
放
牧
馴
致

施
設
が
竣
工
し
、
市
営
牧
場
の
再
編
と
環

境
整
備
の
充
実
に
よ
り
放
牧
頭
数
の
増
頭

が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
の
復
旧
事

業
は
、
補
助
事
業
の
農
地
６
箇
所
、
農
業

施
設
33
箇
所
の
発
注
が
終
了
し
て
い
ま
す
。 

　
秋
田
の
木
・
利
用
推
進
木
造
公
共
施
設

等
整
備
事
業
「
木
の
香
る
ま
ち
等
施
設
整

備
事
業
」
に
よ
り
、
建
設
を
進
め
て
い
ま

し
た
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
と
今
泉
交
流
セ

ン
タ
ー
の
建
築
工
事
が
竣
工
し
て
い
ま
す
。 

■
商
工
観
光
課 

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、

北
秋
田
市
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
っ

て
米
代
児
童
公
園
の
Ｓ
Ｌ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
樹
木
の
電
飾
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
等
の
「
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
バ

ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
秋
田
県
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対
策

基
金
事
業
の
第
２
弾
、
北
秋
田
市
Ｗ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｇ
Ａ
新
縫
製
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
に
新
農

業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
創
出
事
業
を
委
託
。
２

人
の
新
規
雇
用
者
で
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

　
秋
田
県
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金

事
業
は
、
森
吉
山
樹
氷
観
賞
推
進
事
業
の

６
人
を
始
め
、
４
事
業
９
人
の
新
規
雇
用

を
図
り
、
離
職
者
の
雇
用
の
下
支
え
を
行

い
ま
し
た
。 

　
新
春
恒
例
の
「
大
太
鼓
た
た
き
初
め
」

が
大
太
鼓
の
館
で
行
わ
れ
、
帰
省
客
な
ど

大
勢
の
見
物
客
ら
が
見
守
る
中
、
豪
快
な

音
を
と
ど
ろ
か
せ
同
館
へ
の
誘
客
と
、
市

の
発
展
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
観
光
振
興
計
画
策
定
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
委
員
10
人
に
委
嘱
状
を
交

付
し
た
後
、
意
見
交
換
を
し
、
第
２
回
目
の

会
議
に
向
け
方
向
付
け
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
第
22
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会
、
第
62
回

大
館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
、
マ
ス

タ
ー
ズ
ス
キ
ー
森
吉
山
阿
仁
大
会
が
開
催

さ
れ
、
多
数
の
参
加
者
の
も
と
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
の
樹
氷
鑑
賞
が
始
ま
り
、
果
て

し
な
く
広
が
る
白
銀
の
う
ね
り
と
妖
し
く

輝
く
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
樹
氷
群
と
い

う
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
い

ま
す
。 

　
観
光
客
が
遠
の
く
冬
期
間
の
誘
客
を
図

ろ
う
と
、
も
ち
っ
こ
市
が
開
催
さ
れ
、
干

し
餅
や
切
餅
・
お
焼
き
な
ど
の
手
作
り
の

餅
が
販
売
さ
れ
好
評
で
し
た
。 

             

　
建
設
部
関
係 

■
都
市
計
画
課 

　
中
川
原
河
川
公
園
植
栽
工
事
は
、
完
成

し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
の
、
市
公
園
台
帳
作
成
業
務
及

び
市
管
内
図
作
成
業
務
は
、
３
月
に
完
成

予
定
で
す
。 

　
高
速
道
路
整
備
促
進
県
北
大
会
が
当
市

で
開
催
さ
れ
、
開
通
の
目
処
が
立
っ
て
い

な
い
日
沿
道
「
二
ツ
井
白
神
IC
〜
あ
き
た

北
空
港
IC（
仮
称
）」
間
17
キ
ロ
な
ど
の
早

期
開
通
を
求
め
る
決
議
を
行
い
、
一
丸
と

な
っ
て
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。 

　
市
営
住
宅
畑
町
団
地
整
備
事
業
は
、
住

宅
棟
新
築
工
事
ほ
か
関
連
工
事
が
完
成
・

引
渡
し
を
終
え
、
入
居
替
え
も
遅
滞
な
く

完
了
し
ま
し
た
。 

　
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、
５
団
地
１
６

６
戸
が
完
成
し
、
25
団
地
４
９
３
戸
、
全
戸

数
の
82
％
に
取
り
付
け
を
終
え
て
い
ま
す
。 

■
建
設
課 

　
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
は
、
道
路
維
持
工
事
14
路
線
を
発
注

し
て
、
10
路
線
が
完
成
し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
は
、
道
路
維
持
工
事
７
路
線
を

発
注
し
て
、
５
路
線
が
完
成
し
て
い
ま
す
。 

■
上
下
水
道
課 

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
胡

桃
館
地
内
の
北
部
２
号
幹
線
工
事
を
、
雨

水
幹
線
管
渠
で
は
、
材
木
町
地
内
の
太
田

４
号
幹
線
補
修
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
道
城
地
区
の
、

本
管
布
設
工
事
、
中
継
ポ
ン
プ
設
置
工
事

を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
上
水
道
事
業
は
、
緊
急
連
絡
管
布
設
工

事
設
計
業
務
委
託
が
完
成
し
て
い
ま
す
。 

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
向
黒
沢
地
区
簡
易

水
道
増
圧
工
事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。 

　
森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
は
、
浄
水
場
造
成
工
事
を
発
注

し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
本
部
関
係

 

■
常
備
消
防 

　
平
成
21
年
中
の
各
種
災
害
概
要
は
、
火

災
が
23
件
。
火
災
種
別
で
は
建
物
火
災
が

16
件
、
林
野
火
災
が
４
件
、
車
両
火
災
が

１
件
、
そ
の
他
２
件
で
す
。 

　
火
災
に
よ
る
損
害
見
積
額
は
２
３
３
８

万
３
０
０
０
円
、
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
は

２
人
で
す
。 

　
救
急
出
場
は
、
１
３
９
５
件
で
、
急
病

が
９
４
２
件
、
一
般
負
傷
１
５
９
件
、
転

院
搬
送
１
２
０
件
な
ど
で
す
。 

　
救
助
出
場
は
、
66
件
で
15
人
を
救
出
・
救

助
し
て
お
り
、
種
別
で
は
交
通
事
故
が
50

件
で
す
。
捜
索
活
動
に
は
11
件
で
、
２
人

が
未
発
見
で
す
。 

　
救
命
講
習
は
、
99
回
実
施
し
１
９
３
９

人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
受
講
対
象
は
、

中
学
、
高
校
生
が
21
回
で
５
９
６
人
、
福

祉
関
連
は
26
回
で
５
７
５
人
な
ど
で
す
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
補
助
金
交
付
状

況
は
、
６
自
治
会
等
か
ら
１
３
２
世
帯
分

の
申
請
が
あ
り
、
同
事
業
の
累
計
は
１
２

２
自
治
会
等
か
ら
３
６
６
３
世
帯
分
の
申

請
と
な
り
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

■
非
常
備
消
防 

　
北
秋
田
市
消
防
出
初
め
式
は
、
鷹
巣
地

区
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
６
５

７
人
、
婦
人
消
防
隊
員
29
人
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。
市
長
ら
の
観
閲
を
受
け
な
が
ら

車
両
部
隊
を
含
め
て
分
列
行
進
を
行
い
、

式
典
で
は
永
年
消
防
団
員
ら
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。 

            

　「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
伴
う
総
合
訓
練

が
、
阿
仁
・
異
人
館
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、

阿
仁
第
２
分
団
を
は
じ
め
地
元
自
治
会
、

中
学
生
が
参
加
し
、
文
化
財
愛
護
と
防
災

意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
た
。 

　
教
育
委
員
会
関
係 

 

■
総
務
課  

　
来
年
度
耐
震
補
強
工
事
が
予
定
さ
れ
て

い
る
小
学
校
３
校
と
中
学
校
２
校
に
つ
い

て
、
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
業
務
委

託
が
完
了
し
ま
し
た
。 

　
阿
仁
中
学
校
体
育
館
改
築
工
事
に
伴
う

地
質
調
査
業
務
委
託
の
契
約
も
締
結
さ
れ
、

年
明
け
早
々
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
始
ま
り
、

業
務
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
米
内
沢
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
の
基
本

設
計
業
務
委
託
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
検

討
委
員
会
で
の
意
見
や
要
望
も
基
本
設
計

に
反
映
さ
れ
、
第
３
回
目
と
な
る
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
で
は
、
３

学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
園
生
が
、
学

校
に
復
帰
を
し
て
い
る
な
ど
、
学
園
活
動

の
成
果
が
表
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
て

い
ま
す
。 

■
学
校
教
育
課 

　
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
で
佐
藤
太
一
さ
ん（
阿

仁
中
３
年
）と
中
嶋
愛
莉
さ
ん（
鷹
巣
南
中

２
年
）が
と
も
に
フ
リ
ー
と
ク
ラ
シ
カ
ル
で

優
勝
し
、
男
女
で
２
冠
と
い
う
偉
業
を
達

成
し
ま
し
た
。 

　
平
成
21
年
度
の
市
立
小
中
学
校
の
卒
業

予
定
者
は
、
小
学
校
３
０
８
人
、
中
学
校

３
４
３
人
で
す
。 

　
合
川
高
等
学
校
は
、
３
学
期
が
ス
タ
ー

ト
し
、
生
徒
の
安
全
と
雪
害
の
未
然
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。
介
護
福
祉
科
の
３
年

生
は
、
冬
季
休
業
中
に
国
家
試
験
対
策
の

た
め
、
補
習
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
卒
業
予
定
者
は
56
人
で
す
。 

■
生
涯
学
習
課  

　
青
少
年
育
成
全
国
大
会
が
東
京
都
内
で

開
催
さ
れ
、
根
子
番
楽
子
ど
も
会
が
社
会

貢
献
青
少
年
団
体
と
し
て
「
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
各
地
区
の
冬

休
み
の
活
動
と
し
て
、
地
域
の
お
年
寄
り

と
餅
つ
き
や
正
月
の
伝
承
遊
び
を
行
い
、

世
代
間
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
公
民
館
定
期
講
座
は
、
順
調
に
運
営
さ

れ
、
今
年
度
の
「
閉
講
の
つ
ど
い
」
や
「
公

民
館
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
講
座
で
学
ん

だ
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
大
学
で
は
合
同
で
「
全
体
講
座
」

を
開
催
し
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
生
き
が
い
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。 

　
国
宝
土
偶
展
が
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
、

伊
勢
堂
岱
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
「
板
状
土

偶
」
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
参
観

者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

　
北
秋
田
市
ス
キ
ー
大
会
組
織
・
実
行
委

員
会
が
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
各
大
会
日
程

と
開
催
場
所
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
館
北
秋
田
体
育
指
導
委
員
会
研
修
会

が
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
の
ス
キ
ー
場
開

き
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
集
い
今
シ
ー
ズ

ン
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
大
館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
及
び
森
吉
山
ス
キ

ー
大
会
が
、
阿
仁
高
津
森
ス
キ
ー
場
に
て

開
催
さ
れ
、
１
３
５
人
が
参
加
し
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
森
吉
ク
マ
ゲ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
振
興
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

▲餅を買い求めるたくさんが人が訪れ、大

盛況だった「第１６回もちっこ市」 

▲堂々の行進で火災ゼロの決意新たに平成

２２年北秋田市消防出初式 
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■公民館 

中央公民館      �６２－１１３０ 

【ロビー展】リメーク手作り小物講座 

▼３/５（金）中央公民館・鷹巣地区公

民館定期講座合同「閉講のつどい」＝

18:00～20:40 

▼３/８（月）母と子のわくわく広場＝

10:00～11:30 

合川公民館　　  �７８－２１１４ 

【ロビー展】パッチワーク金木犀の会

（～3/8）、あじさいグループ（3/9～18） 

▼３/17（水）男の料理講座＝９:30～

13:00 

森吉公民館　　  �７２－３２５９ 

【サロン展】切り絵 

▼３/２（火）森吉大学閉講式＝13:30

～15:00 

▼３/５（金）悠久の調べ「日本の音楽

を楽しむ」＝10:30～12:00 

▼３/16（火）プリザーブドフラワー

教室＝10:00～12:00 

阿仁公民館　　　�８２－２２２０ 

【ロビー展】手芸展 

▼３/３（水）生き活き大学（第６回）学

習会・修了・閉講式＝10:30～13:30 

▼３/９（火）短期講座「冬のはつらつ

運動」教室＝10:30～12:00 

■文化会館　�６２－３３１１ 
▼３/７（日）上映会①「ウルルの森の

物語」＝10:30～／②「沈まぬ太陽」＝

13:20～　特別優待割引大人1300円、

高校生1000円、幼児小中生800円、シ

ニア（60歳以上）1000円②のみ　※①

と②は入替上映です 

▼３/16（火）高鷹大学閉講式＝13:30～ 

▼３/20（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

■スポーツ　�６２－３８００ 
▼３/７（日）’10ＨＳＰカップフット

サルゲームズ＝鷹巣体育館 

▼３/21（日）第28回小林大二郎杯剣

道大会＝合川体育館 

料 

健
　
康 

　
健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６ 

問 

 

　
母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
３
月
１
日（
月
）、15
日（
月
）、29
日（
月
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
４
日（
木
） 

　
▼
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
３
月
８
日（
月
） 

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
11
日（
木
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
健
康
相
談 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
18
日（
木
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
４
日（
木
） 

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
25
日（
木
） 

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
11
日（
木
） 

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧 

測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳 

（
な
い
方
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会 

日
時
　
３
月
19
日（
金
） 

時
間
　
13
時
〜
15
時 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。 

※
相
談
の
あ
る
方
は
、
直
接
会
場
に
お
い

で
く
だ
さ
い 

　
ポ
リ
オ
予
防
接
種 

期
日
　
３
月
11
日（
木
） 

時
間
　
13
時
〜
13
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、予
診
票 

　
食
生
活
改
善
推
進
員 

 

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）を
募
集
し
ま
す 

　
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、

市
で
開
催
す
る
保
健
事
業
を
通
じ
て「
食
」

の
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。「
食
」
に
関
心
に
あ
る
方
は
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
。
５
０
０
円
程
度

の
年
会
費
が
か
か
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
切
　
３
月
19
日（
金
） 

　「
健
康
ガ
イ
ド
」を
配
布
し
ま
す 

　
平
成
22
年
度
版
「
健
康
ガ
イ
ド
」
を
全

世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
１
年
間
大
切
に

保
存
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。 

　
配
布
さ
れ
な
い
場
合
は
、
健
康
推
進

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

配
布
時
期
　
広
報
４
月
号
と
同
時
期 

内
容
　
平
成
22
年
度
の
母
子
健
診
、
成

人
検
診
日
程
、予
防
接
種
等
に
つ
い
て 

  

  

 

 

初心者水泳 

初級水泳 

中級水泳 

上級水泳 

選手コース 

楽楽水中健康 

水中運動 

エンジョイアクアビクス 

スノーケリング 

スキンダイビング 

子供水泳 

 

 

教室名教室名  教室名  

プ

ー

ル

教

室

プ

ー

ル

教

室

 

プ

ー

ル

教

室

 

シェイプアップ 

ボクササイズ 

バランスボール 

高齢者体操 

フィットネス会員 募集中！ 

メタトレ会員 募集中！ 

 
北秋田市民プール
月曜～金曜 10:00～21:00 
土曜～日曜 10:00～17:30

北秋田市民プール�62-5001問 

◆屋内温水プール�

 （25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用） 

◆トレーニングルーム 
 （ランニングマシン、各種ウエイトマシン） 

▼各教室の時間および受講料は、市民

　プールまでお問い合わせください 

▼教室の無料体験もできますので、ぜ

　ひ参加して自分に合ったクラスを見

　つけてみませんか 

プール利用（個人） 小学生100円 中学生200円 高校生300円 一般500円 

トレーニング利用（個人） 　　　中学生 50円 高校生100円 一般200円 

教室名教室名  教室名  曜 日曜 日  曜 日  曜 日曜 日  曜 日  

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

水曜日 

木曜日 

水・木曜日 

金曜日 

火・金曜日 

火・金曜日 

木曜日 

日曜日 

木曜日 

金曜日 

月曜日 

火・水・木曜日 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

期
日
　
３
月
21
日（
日
） 

時
間
　
11
時
15
分
〜
15
時
30
分 

　                

（
受
付
10
時
） 

対
象
　
小
・
中
・
高
校
生
、一
般 

参
加
料
　
個
人
１
種
目
６
０
０
円
／

リ
レ
ー
種
目
８
０
０
円
（
チ
ー
ム
）／

プ
ロ
グ
ラ
ム
３
０
０
円 

種
目
　
▼
自
由
形
▼
個
人
メ
ド
レ
ー

▼
背
泳
ぎ
▼
平
泳
ぎ
▼
バ
タ
フ
ラ
イ

▼
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
▼
フ
リ
ー
リ
レ
ー

申
込
締
切
　
３
月
14
日（
日
） 

※
当
日
は
記
録
会
の
た
め
、
プ
ー
ル

お
よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利

用
が
で
き
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
　 

�
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０
０
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北
秋
田
市
民
プ
ー
ル 

申 

問 

水
泳
記
録
会

水
泳
記
録
会

水
泳
記
録
会

水
泳
記
録
会

水
泳
記
録
会

第４回第４回 第４回 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

◆
突
然
の
発
熱
や
咳
・
く
し
ゃ
み
・
の 

　
ど
の
痛
み
・
関
節
痛
・
下
痢
な
ど
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
が
あ
る

　
時
は
、
登
録
医
療
機
関
を
確
認
の

　
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず

　
マ
ス
ク
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
予
防
に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
習

　
慣
を
す
る
こ
と
を
原
則
に
、
手
洗

　
い
・
う
が
い
・
人
ご
み
を
避
け
る
・

　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

◆
市
の
助
成
対
象
者
（
妊
婦
・
１
歳 

　
か
ら
15
歳
ま
で
の
方
）は
、で
き
る

　
だ
け
３
月
末
日
ま
で
に
接
種
さ
れ

　
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。 

◆
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
受

　
給
世
帯
該
当
の
方
は
、
医
療
機
関

　
に
申
込
み
後
、
健
康
推
進
課
に
連

　
絡
く
だ
さ
い
。確
認
後
、該
当
者
に

　
は
証
明
書
を
無
料
発
行
し
ま
す
。

　《
接
種
費
用
は
無
料
で
す
》 

　
　
健
康
推
進
課 

�

62-
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予
防
に
つ
い
て

予
防
に
つ
い
て

予
防
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て

問 

対
象
者
　
70
歳
以
上
の
方 

場
　
所
　
各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー 

開
催
日
　
毎
月
１
回（
木
曜
日
） 

時
　
間
　
10
時
〜
11
時
30
分 

内
　
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、筋
肉
貯

筋
体
操
、お
口
の
体
操
な
ど 

参
加
費
　
無
料 

の
び
の
び
運
動
教
室

※
地
区
に
よ
り
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す

※
地
区
に
よ
り
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す 

　
バ
ス
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
バ
ス
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

※
地
区
に
よ
り
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す 

　
バ
ス
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

■
申
込
期
限
　
３
月
15
日（
月
） 

■
申

込

先
　
健
康
推
進
課 

　
　
　
　
　
　
　
�
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対
象
者
　
70
歳
以
上
の
男
性（
１
人
暮

ら
し
の
場
合
は
65
歳
以
上
の
男
性
） 

場
　
所
　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー 

開
催
日
　
毎
月
１
回（
第
４
月
曜
日
） 

時
　
間
　
10
時
〜
14
時 

内
　
容
　
調
理
実
習
、体
操
な
ど 

参
加
費
　
無
料 

は
つ
ら
つ
栄
養
教
室

対
象
者
　
30
歳
以
上
の
方（
未
経
験
者

優
先
） 

場
　
所
　
市
民
プ
ー
ル 

開
催
日
　
毎
月
２
回（
金
曜
日
） 

時
　
間
　
午
前
中
に
１
時
間
程
度 

コ
ー
ス
　
▽
ス
リ
ム
コ
ー
ス（
肥
満
解
消
）

▽
元
気
ア
ッ
プ
コ
ー
ス（
介
護
予
防
） 

参
加
費
　
１
回
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
） 

（
市
民
プ
ー
ル
の
回
数
券
・
年
間
券
も
利
用
可
） 

水

中

運

動

教

室

保
健
セ
ン
タ
ー
各
教
室

参
加
者
募
集

平
成
22
年
度

　
４
か
月
健
康
診
査
〜
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ 

　
ぴ
ー
教
室
を
受
け
る
方
へ 

　
従
来
行
な
っ
て
い
た
個
別
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
、赤
ち
ゃ
ん
訪
問
で
お
渡
し

す
る
案
内
、健
康
ガ
イ
ド
を
ご
覧
に
な
り

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▽
日
程
は
、毎
月
広
報
に
も
掲
載
し
ま
す

▽
１
歳
６
カ
月
健
康
診
査
か
ら
は
個
別

通
知
を
行
い
ま
す 

　
　
健
康
推
進
課 

�

62-

６
６
６
６ 

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問 
健
康
標
語

健
康
標
語

健
康
標
語

健
康
に
感
謝 

毎
日
の
く
ら
し 

生
き
が
い
も
っ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
谷
憲
生（
坊
沢
） 

　
健
康
推
進
課
で
は
、
随
時
健
康
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 
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お
知
ら
せ 

　
在
宅
酸
素
療
法
時
は
、
た
ば
こ
等

　
の
火
気
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　
酸
素
吸
入
中
の
患
者
さ
ん
の
喫
煙
に

よ
り
、
酸
素
濃
縮
装
置
の
カ
ニ
ュ
ー
ラ
ー

（
酸
素
吸
入
用
チ
ュ
ー
ブ
）
に
ラ
イ
タ
ー

の
炎
や
タ
バ
コ
の
火
が
引
火
し
て
、
大
火

傷
あ
る
い
は
焼
死
な
ど
を
引
き
起
し
た
事

例
が
全
国
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
酸
素
濃
縮
装
置
を
使
っ
た
在
宅
酸
素
療

法
時
に
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
、
安
全
に

取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。 

▽
酸
素
吸
入
中
は
、
絶
対
に
火
気
を
取
扱

わ
な
い
！ 

▽
酸
素
吸
入
中
は
禁
煙
！
喫
煙
中
の
人
に

も
近
寄
ら
な
い
！ 

▽
火
気
の
取
扱
い
や
喫
煙
す
る
場
合
は
、

必
ず
酸
素
の
供
給
を
停
止
し
て
か
ら
行
い

ま
し
ょ
う
！ 

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班 

　
　
　
　
　
　
　
   �
62-

６
６
３
７ 

　
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験 

　
　
　
　
　
　
　
（
大
学
卒
業
程
度
） 

受
験
資
格
　
①
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
／
②
平

成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次

に
掲
げ
る
も
の
▽
大
学
を
卒
業
し
た
者
及

び
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

込
の
者
▽
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
者 

１
次
試
験
　
６
月
13
日（
日
） 

試
験
会
場
　
秋
田
市（
秋
田
合
同
庁
舎
）、

仙
台
市
を
含
む
16
ヵ
所 

受
付
期
間
　
４
月
１
日（
木
） 

　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
14
日（
水
） 

採
用
予
定
　
約
１
２
０
人 

申
込
書
請
求
先
　
秋
田
労
働
局
、
お
近
く

の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所 

申
込
先
　
試
験
会
場
を
秋
田
市
に
希
望
す

る
場
合
は
、
秋
田
労
働
局 

　
　
秋
田
労
働
局
総
務
部
総
務
課 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
２-

６
６
８
１ 

　
国
税
専
門
官
採
用
試
験（
大
学
卒
業
程
度
） 

受
験
資
格
　
①
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
／
②
平

成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次

に
掲
げ
る
も
の
▽
大
学
を
卒
業
し
た
者
及

び
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

込
の
者
▽
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
者 

１
次
試
験
　
６
月
13
日（
日
） 

受
付
期
間
　
４
月
１
日（
木
） 

　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
14
日（
水
） 

採
用
予
定
　
約
８
５
０
人 

申
込
書
請
求
先
　
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙

台
国
税
局
人
事
第
二
課 

　
　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課 

　
　
　 

�

０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１ 

　
国
家
公
務
員
採
用
試
験 

▽
Ⅰ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
） 

　
受
付
期
間
　
４
月
１
日（
木
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
８
日（
木
） 

　
１
次
試
験
　
５
月
２
日（
日
） 

▽
Ⅱ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
） 

　
受
付
期
間
　
４
月
12
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
21
日（
水
） 

　
１
次
試
験
　
６
月
20
日（
日
） 

▽
Ⅲ
種
試
験（
高
校
卒
業
程
度
） 

　
受
付
期
間
　
６
月
22
日（
火
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
６
月
29
日（
火
） 

　
１
次
試
験
　
９
月
５
日（
日
） 

※
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格
等
の
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い 

　
　
人
事
院
東
北
事
務
局
　
第
二
課 

　
　
　
�

０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
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　万灯火は、本市の合川南地区や上小阿仁村など小阿仁川流域で古くか

ら行われている民俗行事。もともと、墓の前でワラを燃やし祖先を供養

して

合川地区�
春彼岸の伝統行事

日�

３ ２１ 

時間：時間：18時45分～19時30分 時間：18時45分～19時30分 

場所：小阿仁川流域場所：小阿仁川流域 場所：小阿仁川流域 
（県道鷹巣川井堂川線） 

ま と び

※19時頃が見ごろです ● 

● 

● 

● 

<案内図><案内図>
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★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
★ 

　万灯火は、本市の合川南地区や上小阿仁村など小阿仁川流域で古くか

ら行われている民俗行事。もともと、墓の前でワラを燃やし祖先を供養

していたものを、祖先の霊を迎える道しるべとして小高い丘に集落の戸

数だけワラを束ねて燃やしたことが始まりとされ、その後、墓地のほか、

山の尾根づたいや沢づたい、あるいは川原にたいまつを灯して祖先の霊

を迎える地域ぐるみの行事になったようです。

合川合川 万灯火万灯火

�７８−２１１４合川公民館

お問い合わせ

ま と び

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

講話「健康的に過ごすために」 

講話「認知症について」 

手芸講座－１ 

手芸講座－２ 

介護保険の勉強会 

紙芝居を見て聴いて楽しもう 

４月９日（金） 

４月23日（金） 

５月14日（金） 

５月28日（金） 

６月11日（金） 

６月25日（金） 

開催日  講 座 名  

問 申 

介護予防講座（４月〜６月）

　講座は、４月から６月までの 

３ヶ月分をまとめてお申込み 

のうえ、ご登録をお願いします。 

共 通 事 項  

【時間】 13:30～15:30　【場所】 げんきワールド 

【定員】 30人〔先着順〕　【費用】 無料 

【申込締切】　３月31日（水） 

※申込みの際は、お電話で【氏名】、【住所】をお知

らせください 

介護予防拠点施設「げんきワールド」�60-1335

　米（こめ）トレーサビリティ法では、次の２つの

制度が整備されます。 

㈰米トレーサビリティ…米をはじめ 

米製品全般について、問題が発生した 

場合に流通ルートを速やかに解明できる仕組み 

㈪産地情報の伝達…原料米の産地が一般消費者に

伝達される仕組み 

■対象品目  米穀、米粉、米こうじ、 

ご飯、各種弁当、おにぎり、もち、だんご、 

米菓、清酒、単式蒸留しょうちゅう、みりんなど 

■運用開始  米トレーサビリティ＝平成22年10月１日

産地情報の伝達＝平成23年７月１日 

　今後、米トレーサビリティ制度について、パン

フレット、Ｑ＆Ａ等を作成し、農林水産省のＷeb

サイトに掲載しますのでご活用ください。 

※詳しくは次のアドレスをご覧ください↓ 

http://www.maff.go.jp/j/press/soushoku/keikaku/091105_2.html 

　　東北農政局 秋田農政事務所 食糧部計画課 

　　米トレーサビリティ担当　�018-862-5612

問 

米トレーサビリティ法について

身体障害者手帳の交付対象について

４月から、肝臓機能障害が新たに交付対象になります 

■対象者  認定基準に該当する肝臓機能障害のある

方／肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している方 

■手続きに必要なもの  申請書、診断書（身体障害者

手帳指定医が作成したものに限る）、写真（縦４㎝×横３㎝） 

■認定基準  主に肝臓機能障害の重症度分類であ

るChild－Pugh分類によって判定。３ヶ月以上グレ

ードＣに該当する方が、概ね身体障害者手帳の交

付対象です。ただし、診断前の６ヶ月間にアルコ

ールを摂取している方等は対象となりません。 

※Child－Pugh分類…肝性脳症、腹水、血清アルブ

ミン値、プロトロンビン時間、血清総ビリルビン

値によって肝臓機能障害の重症度を評価 

　　福祉課　障がい福祉班　�62-6637問 

肝炎ウイルス検査は受けましたか？

肝炎ウイルス無料検査を実施しています 

　県では、保健所と一部の医療機関で肝炎ウイルス無

料検査を実施しています。 

　自覚症状が無くても、肝炎ウイルスに感染している

場合がありますので、これまで検査を受けたことのな

い方は、ぜひ一度検査を受けてください。 

　また、県では要件に該当する肝炎治療 

に対する医療費助成を行っていますが、 

平成22年度から対象医療が拡大されると 

ともに、自己負担が軽減される予定です。 

　詳しくはお問い合わせください。 

　　北秋田保健所　健康・予防課　�62-1166問 

健康的 
とは 

問 問 

問 問 
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お
知
ら
せ

 

　
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
は
贈

与
税
、
土
地
、
家
屋
、
株
式
な
ど
の
資
産

を
譲
渡
し
利
益
が
発
生
し
た
と
き
に
は
所

得
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。 

　
こ
れ
ら
を
申
告
す
る
た
め
の
申
告
書
等

の
用
紙
は
、
税
務
署
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利

用
で
き
る
環
境
で
あ
れ
ば
、
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
用
用
紙
を
印
刷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

　
　
大
館
税
務
署 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

０
６
７
１ 

　
秋
田
県
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業 

　
県
で
は
、
住
宅
を
建
設
又
は
購
入
さ
れ

る
方
に
対
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

　
当
事
業
の
平
成
22
年
度
の
継
続
が
決
定

し
、
現
在
申
込
み
を
受
付
中
で
す
。 

内
容
　
住
宅
ロ
ー
ン
融
資
額
の
当
初
５
年

分
の
利
子
相
当
額
の
１
／
２
（
80
万
円
を

限
度
） 

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

63-

２
５
３
１ 

　
秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業 

　
県
で
は
住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
行
う
方
に
対
し
て
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。 

内
容
　
住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
（
50
万
円
以
上
）
の
工
事
費
の
10
％
（
20

万
円
を
限
度
） 

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

63-

２
５
３
１ 

　
特
設
行
政
相
談
所
を
開
催 

　
総
務
省
の
行
政
相
談
委
員
が
、
秋
田

行
政
評
価
事
務
所
、
市
と
合
同
で
国
等
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け

る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
 

日
時
　
３
月
16
日（
火
）　
13
時
〜
15
時
 

場
所
　
中
央
公
民
館 

　
　
秋
田
行
政
評
価
事
務
所
　
　
　
　
　

　
　
�

０
１
８-

８
２
４-

１
４
２
６
 

 

　
建
築
技
能
大
会
の
全
国
大
会 

　
〜
第
５
回
全
建
連
建
築
技
能
競
技
大
会 

期
日
　
３
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
） 

時
間
　
６
日
13
時
〜
、
７
日
９
時
〜
　 

場
所
　
大
館
市
樹
海
体
育
館 

内
容
　
県
内
外
か
ら
大
工
さ
ん
32
人
に
よ

る
競
技
大
会 

イ
ベ
ン
ト
　
両
日
＝
住
宅
相
談
、
７
日
の

み
＝
親
子
木
工
教
室
、
か
ん
な
か
け
体
験
、

模
擬
上
棟
式
（
も
ち
ま
き
13
時
〜
） 

※
入
場
無
料
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
無
料 

　
　
秋
田
県
建
設
技
能
組
合
連
合
会 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
２-

３
０
５
０ 

　
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
改
定
に
つ
い
て 

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
を
中
心
と

し
て
、
従
業
員
・
家
族
約
36
万
人
（
秋
田

支
部
）
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。
　

　
協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
、
景
気
悪
化
に

伴
い
賃
金
低
下
と
加
入
者
の
減
少
に
よ
り

保
険
料
収
入
が
落
ち
込
む
一
方
、
医
療
費

の
支
出
が
増
え
た
こ
と
で
大
幅
な
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
、
平
成
22
年
３
月
分
（
４
月

納
付
）
か
ら
、
大
幅
な
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。 

▽
健
康
保
険
料
率 

　
９･

３
７
％（
現
行
＝
８･

２
１
％
） 

▽
介
護
保
険
料
率（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）

　
１･

５
０
％（
現
行
＝
１･

１
９
％
） 

※
協
会
け
ん
ぽ
＝
旧
政
管
健
保 

　
　
協
会
け
ん
ぽ（
全
国
健
康
保
険
協
会
）

秋
田
支
部 

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
�

０
１
８-

８
８
３-

１
８
４
１ 

       

①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2 

・簡易耐火２階建　２ＬＤＫ　浴槽・風呂釜なし 

　月　額　15,200円～28,200円 

・簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 

　月　額　10,300円～24,000円  ※６戸募集 

②松山町団地・・・米内沢字ヲツコ沢77-1★ 

　木造２階１戸建　３ＬＤＫ　 

　月　額　21,100円～41,400円 

③上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ 

　月　額　15,400円～30,300円 

④東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 

　簡易耐火２階建　２ＤＫ 

　月　額　9,800円～19,300円 

⑤林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★ 

　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 

　月　額　9,200円～18,100円 

⑥松ヶ丘団地･･･川井字松石殿1-254★ 

　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 

　月　額　12,300円～24,200円 

⑦サンコーポラスなかたい住宅 

　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1 

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 

　月　額　43,100円　共益費　800円 

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 

〔募集戸数〕　各階１戸（２階を除く） 

※★印の住宅は単身入居不可です 

※⑦の１階には、加齢や身体の障害等によ

り階段の昇降に支障がある方の入居に限り

ます 

【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 

【入居資格】 

・収入基準を満たすこと 

・住宅に困窮していることが明らかなこと 

・公租公課を滞納していないこと 

【募集期間】　３月１日（月）～10日（水）土日除く 

【申込み先】　都市計画課／総合窓口課／合

川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅
入居者募集

問 

【現地案内】 

　日時　３月４日（木）又は５日（金） 

　▽森吉地区 9:00～  ▽阿仁地区11:00～ 

　▽鷹巣地区13:30～  ▽合川地区15:30～ 

問 都市計画課 建築住宅班　�72-5246

【共済期間】　平成22年４月１日～平成23年３月31日 

※４月１日以降の申込みは、申込日翌日からの共済期間です 

【受付窓口】　市役所生活課または各地区総合窓口センター、

秋田銀行・北都銀行 

※交通安全母の会または婦人会での取りまとめはしません

　　生活課地域推進班�62-6628　または各地区総合窓口センター 

「交通災害共済」「交通災害共済」「交通災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」

 

年間掛金 ４００円（１人） 

入院（１日につき） … 2000円 

通院（１日につき） …  800円 

死亡 ……………… 100万円 

後遺障害 … 50万～100万円 

交通災害共済

入院（１日につき）… 1100円 

通院 …………… 対象外です 

死亡 …………………60万円 

後遺障害 ……30万～60万円 

不慮の災害共済

年間掛金 ６００円（１人） 
共済金内容 共済金内容 

※入院・通院の共済金は、最

低補償額１万５千円～最高

20万円。通院１日でも請求で

きます。 

※入院の共済金は、最低補

償額１万５千円～最高11

万円。入院１日でも 

請求できます。 

問 

届
け
出
に
必
要
な
も
の

こ
ん
な
と
き

㈰国保に加入するとき

★
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、保
険
税
は
加
入
の
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

　
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
で
す
。 

㈪国保をやめるとき

★
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、保
険
税
が
二
重
払
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
市
負
担
分
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

㈫ そ の 他

※
保
険
証
・・・【
②
国
保
を
や
め
る
と
き
】、【
③
そ
の
他
】の
場
合
、世
帯
主
が
理
由
に

　
か
か
わ
る
と
き
は
そ
の
世
帯
全
員
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。 

ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た 

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た 

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き 

外
国
籍
の
人
が
加
入
す
る
と
き 

ほ
か
の
市
区
町
村
の
転
出
証
明
書
、印
鑑 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、印
鑑 

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
理
由
の
証
明
書
、印
鑑 

母
子
健
康
手
帳
、印
鑑 

保
護
廃
止
決
定
通
知
書
、印
鑑 

外
国
人
登
録
証
明
書 

ほ
か
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き 

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き 

国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き 

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き 

外
国
籍
の
人
が
や
め
る
と
き 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き 

※
保
険
証
、印
鑑 

国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の
両
方
の
※
保
険
証 

（
後
者
が
未
交
付
の
場
合
は
加
入
し
た
こ
と 

を
証
明
す
る
も
の
）、印
鑑 

※
保
険
証
、死
亡
を
証
明
す
る
も
の
、印
鑑 

※
保
険
証
、保
護
開
始
決
定
通
知
書
、印
鑑 

保
険
証
、外
国
人
登
録
証
明
書 

75
歳
に
な
っ
て
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
届
け
出
不
要 

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き 

市
内
に
お
い
て
住
所
が
変
わ
っ
た（
転
居
）と
き 

世
帯
主
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き 

世
帯
が
分
か
れ
た
り
、一
緒
に
な
っ
た
り
し
た
と
き 

就
学
の
た
め
、別
に
住
所
を
定
め
る
と
き 

保
険
証
等
を
な
く
し
た
と
き 

（
あ
る
い
は
汚
れ
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
） 

保
険
証
、年
金
証
書
、印
鑑 

 

※
保
険
証
、印
か
ん 

 

保
険
証
、在
学
証
明
書
、印
鑑 

身
分
を
証
明
す
る
も
の
、印
鑑 

（
使
え
な
く
な
っ
た
保
険
証
な
ど
） 

問 総合窓口課 国保年金班 
　　　　　　　�62-1118

■
３
月
８
日（
月
）全
血
【
合
川
・
鷹
巣
地
区
】 

い
と
く
鷹
巣
南
店 

13
時
〜
14
時 

県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校 

14
時
30
分
〜
16
時 

■
３
月
24
日（
水
）全
血
【
鷹
巣
地
区
】 

Ａ
コ
ー
プ
あ
い
か
わ 

10
時
〜
11
時
45
分 

鷹
巣
年
金
事
務
所 

10
時
〜
12
時 

ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す 

13
時
10
分
〜
14
時
10
分 

鷹
巣
い
と
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

14
時
40
分
〜
16
時 

問 問 

問 問 問 
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市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
１
月
》

▽
慶
弔
費
２
万
０
０
０
０
円
（
２
件
） 

▽
会
　
費
20
万
４
８
７
８
円
（
33
件
） 

▽
そ
の
他
40
万
０
０
０
０
円
（
４
件
） 

▽
合
　
計
62
万
４
８
７
８
円
（
39
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

　
入
札
結
果
の
公
表《
１
月
》 

　《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

▼
排
水
維
持
工
事（
市
道
米
ノ
岱
１
号
線
）

／
４
６
２
万
円
／
㈲
や
ま
こ
う
▼
道
路
改

良
工
事（
市
道
李
岱
芹
沢
線
２
工
区
）／
３

０
４
万
５
０
０
０
円
／
㈲
㈲
工
藤
設
備
工

業
所
▼
村
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
合
川
地

区
）
第
０
１
４
０
５
号
工
事
／
１
１
３
４

万
円
／
㈲
宗
和
▼
排
水
路
改
良
工
事
（
西

根
田
地
区
）
／
１
８
６
３
万
７
５
０
０
円

／
㈲
喜
組
▼
市
営
住
宅
火
災
報
知
器
設
置

工
事
／
３
６
２
万
５
６
５
０
円
／
岩
川
電

気 　
会
社
を
退
職
し
た
ら 

　
国
民
年
金
加
入
の
手
続
を
！ 

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
「
国
民
年
金
」

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

　
会
社
を
退
職
し
た
場
合
は
、
厚
生
年
金

等
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
と
保
険
料

の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
も
し
も
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納

付
を
忘
れ
る
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
忘
れ
ず
に
手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
鷹
巣
年
金
事
務
所 

�

62-

１
４
９
７ 

　
　
市
役
所
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

１
１
１
８ 

慶
弔
だ
よ
り
 
１
月
16
日
〜
２
月
15
日
届
出
分 

人口と世帯数

※１月31日現在住民基本台帳による 

総人口　37,711人（58人減） 

　男　　17,739人（36人減） 

　女　　19,972人（22人減） 

出　生　14人　転　入　32人 

死　亡　66人　転　出　38人 

世帯数  14,585世帯（８世帯減） 

前月比 

■
鷹
巣
図
書
館
�

62-

３
３
１
１ 

■
森
吉
図
書
館
�

72-

３
１
９
２ 

　（
３
、10
、17
、21
、24
、31
日
） 

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
�

78-

９
２
９
０ 

　（
６
、７
、13
、14
、20
、21
、22
、27
、28
日
） 

■
ひ
ま
わ
り
の
家
�

78-

４
０
２
５ 

　（
１
日
、８
日
、15
日
、23
日
、29
日
） 

３
月
の
休
館
日

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

曜 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

電話番号 

60－1055 

69－7311 

78－3338 

62－1101 

63－0105 

62－1155 

62－1146 

69－5300 

62－1455 

62－1400 

78－3161 

62－1455 

62－2261 

63－2700 

60－1055 

63－0515 

82－2351 

72－4501 

62－1146 

69－7311 

62－2882 

63－0105 

62－2882 

62－1455 

62－1155 

62－2261 

62－1101 

62－1400 

63－2700 

63－0515 

62－2882

医 療 機 関 名  

うえだクリニック  

児玉内科クリニック 

疋田外科内科医院  

盛 岡 外 科 医 院  

佐々木産婦人科医院 

近 藤 医 院  

奈 良 医 院  

毛利整形外科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

国民健康保険合川診療所 

北 秋 中 央 病 院  

津 谷 内 科  

たむら内科クリニック 

うえだクリニック  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

阿 仁 診 療 所  

公立米内沢総合病院 

奈 良 医 院  

児玉内科クリニック 

藤 原 医 院  

佐々木産婦人科医院 

藤 原 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

近 藤 医 院  

津 谷 内 科  

盛 岡 外 科 医 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

たむら内科クリニック 

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

藤 原 医 院  

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

お
知
ら
せ 　申告される方は、日程表で確認の上、

地区の指定会場で申告してください。 

※日程と詳細は、広報１月号および２月

　号に掲載しています 

　　税務課市民税班　�62-1116

３月15日（月）まで

問 

平成21年分市・県民税の�
申告はお済みですか？

平成21年分市・県民税の�
申告はお済みですか？

平成21年分市・県民税の�
申告はお済みですか？

市ホームページ�バナー広告募集

　北秋田市では、平成22年４月から市のホームページに掲

載する広告（バナー広告）を募集します。

■掲載ページ・位置・バナーサイズ 

　市ホームページトップページ下部 

　（２段×３列＝９枠、各１６０×５５pixel) 

■掲載期間 

　平成22年４月１日（木）～平成23年３月31日（木） 

■募集開始 

　平成22年３月３日（水）　午前９時～ 

■掲載料 

　３，０００円／月（申込期間に応じ割引あり） 

　※申込最少単位は３カ月となります。 

■お申込み方法等 

　市ホームページをご覧いただき、掲載基準等をご確

認の上、メールフォームでお申し込みください。（年間

枠が埋まり次第締切） 

　　総合政策課行財政改革室　 �６２－６６３２ 

北秋田産業北秋田産業

見本 

問 

問 

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

　

坂
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北秋田市民病院

乗合タクシー実証運行経路　実証期間：４月１日（木）〜５月１日（土）

北秋田市民病院を経由するバス運行経路
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